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編
集
後
記

　
空
港
で
記
者
を
出
迎
え
、
ワ
ン
ボ
ッ

ク
ス
に
乗
り
込
み
、
杵
築
市
の
永
野
恵

さ
ん
（
55
）、
そ
の
後
、
九
重
町
の
佐
々

木
清
和
さ
ん
（
77
）
の
お
宅
に
向
か
う
。

農
業
共
済
新
聞
で
の
「
共
済
部
長
」
紹

介
欄
の
取
材
だ
。

　
と
も
に
中
山
間
地
で
過
疎
化
が
進
む
。

近
隣
農
地
や
集
落
機
能
の
維
持
に
努
め

る
姿
に
記
者
は
「
ど
う
し
て
か
」
と
尋

ね
る
。
そ
の
瞬
間
、
ち
ょ
っ
と
困
っ
た

よ
う
な
表
情
が
伺
え
た
。
ひ
と
つ
間
を

置
い
て
、「
自
分
の
地
域
の
こ
と
じ
ゃ
か

ら
」
と
。
世
代
も
地
域
も
異
な
る
、
お

二
人
の
違
わ
ぬ
言
葉
が
と
て
も
印
象
的

だ
っ
た
。

　
本
県
は
全
国
で
３
位
に
入
る
中
山
間

地
域
だ
。
中
央
で
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
や
農

政
改
革
が
加
速
す
る
。
中
山
間
地
で
集

落
、
地
域
農
業
を
担
っ
て
い
る
方
々
の

思
い
は
届
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

①
現
在
の
仕
事
内
容

②
仕
事
で
苦
労
し
た
こ
と

③
仕
事
で
喜
び
を
感
じ
る
こ
と

④
自
分
の
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト

⑤
休
日
の
過
ご
し
方

⑥
10
年
後
の
自
分
は
？

伝えたい“ふるさとの味”
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【
作
り
方
】

①
下
ご
し
ら
え

米
を
洗
う
。

野
菜
は
、
ひ
と
口
大
に
切
る
。

②
鍋
に
、
水
・
米
・
野
菜
を
入
れ
、
弱

火
で
軟
ら
か
く
な
る
ま
で
煮
る
。

時
々
、
米
と
野
菜
が
焦
げ
付
か
な
い

よ
う
に
、
鍋
の
中
を
か
き
混
ぜ
る
。

③
小
麦
粉
に
少
し
ず
つ
水
を
加
え
、
団
子
の
種
を
作
る
。

④
野
菜
が
軟
ら
か
く
な
っ
て
き
た
ら
、
小
麦
粉
の
団
子
を

小
さ
く
ち
ぎ
っ
て
鍋
に
入
れ
る
。

⑤
最
後
に
味
噌
を
入
れ
て
味
付
け
を
す
る
。

　栄
養
が
あ
り
、
消
化
も
良
く
、
忘
れ
ら
れ
な
い
母
の
味

と
し
て
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。レシピ提供

玖珠町 衛藤奈美子さん

道の駅「童話の里くす」や「良
心市」（地元農産物や加工品販
売の店）に手作りの弁当、おこわ、
惣菜、餅などを毎日出品。味が
よく、いつも売り切れる。

（NOSAI 女性部玖珠支部長）

ぞ
う
す
い

ぞ
う
す
い

材
料
（
５
人
前
）

〜
終
戦
当
時
の
夕
食
〜

豊
後
高
田
市

　細
井
与
世
風
さ
ん
（
31
）

豊
後
大
野
市
　木
津
文
裕
さ
ん
（
22
）

❶
水
稲
（
９
㌶
）・
麦
（
８
㌶
）・
野
菜

等
❷
機
械
等
の
設
備
投
資
。

❸
品
質
の
良
い
物
が
出
来
た
と
き
で

す
。

❹
何
事
に
も
前
向
き
に
取
り
組
む
こ
と

で
す
。

❺
そ
ば
打
ち
。
民
泊
体
験
に
来
た
方
々

に
教
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

❻
地
元
地
域
の
農
業
を
担
っ
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

❶
水
稲
50
㌃
、
葉
た
ば
こ
３
㌶
、
か
ん

し
ょ
（
甘
太
く
ん
）
１･

６
㌶

❷
農
業
大
学
校
を
卒
業
し
て
３
年
目
。

な
か
な
か
思
い
通
り
の
作
物
が
出
来

な
い
こ
と
。

❸
い
い
作
物
を
出
荷
し
た
と
き
。

❹
見
た
目
に
よ
ら
ず
、
真
面
目
な
と
こ

ろ
で
す
。

❺
友
達
と
一
緒
に
遊
ん
で
い
ま
す
。

❻
葉
た
ば
こ
と
か
ん
し
ょ
の
面
積
を
増

や
し
て
、
地
域
を
担
う
経
営
者
に
な

り
た
い
で
す
。

・
米 

１
合

・
水 

５
合

（
９
０
０
cc
）

・
野
菜
（
大
根
・
里

芋
・
芋
が
ら
・
人

参
・
ご
ぼ
う
・
さ

つ
ま
い
も
・
か
ぼ

ち
ゃ
等
）

・
小
麦
粉 

適
量

・
味
噌 

適
量

ほ
そ
い

よ
せ
ふ

き
づ

ふ
み
ひ
ろ

昔は羽釡で 15 人前を作っていました。
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土
の
健
康
度
を
確
認
し
よ
う〈
土
壌
診
断
〉

施
設
園
芸
に
お
け
る
雪
害
対
策

特集



　
安
定
し
た
農
作
物
の
生
産
に
は
、
土
壌

の
状
態
を
正
確
に
把
握
し
、
適
正
な
施
肥

設
計
・
土
壌
管
理
を
行
う
こ
と
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
土
壌
の
状
態
を
知
る
方
法
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
る
の
が
、
人
の
健
康
診

断
を
参
考
に
土
の
健
康
度
を
評
価
す
る

「
土
壌
診
断
」
で
す
。
土
壌
診
断
を
行
う
こ

と
で
、
過
剰
な
養
分
は
減
ら
し
、
足
り
な

い
養
分
は
必
要
量
を
施
用
す
る
な
ど
適
正

な
施
肥
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
Ｊ

Ａ
全
農
お
お
い
た
営
農
支
援
検
査
セ
ン

タ
ー
（
土
壌
診
断
セ
ン
タ
ー
）
の
小
野 

忠 

参
与
（
農
学
博
士
）
に
「
土
壌
診
断
を
活

用
し
た
土
つ
く
り
」
に
つ
い
て
紹
介
し
て

も
ら
い
ま
す
。

　
全
農
お
お
い
た
で
は
、
年
間
約
３
千
点

の
土
壌
分
析
を
行
い
、
分
析
結
果
と
土
壌

改
良
の
方
法
や
施
肥
設
計
（
元
肥
＋
追
肥
）

を
わ
か
り
易
く
示
し
た
処
方
箋
を
農
家
に

提
供
し
て
い
ま
す
。
農
作
物
の
安
定
・
高

品
質
生
産
を
持
続
す
る
に
は
、
土
つ
く
り

が
大
切
で
す
が
、
そ
の
具
体
的
な
第
一
歩

を
示
す
の
が
、
土
壌
診
断
の
処
方
箋
で
す
。

　　
土
が
作
物
の
生
育
を
阻
害
し
な
い
で
健

全
に
育
つ
状
態
に
あ
る
こ
と
で
す
が
、
具

体
的
に
は
、①
作
物
の
根
を
支
え
る
深
く
柔

ら
か
い
土
で
あ
る
、②
適
度
に
水
分
（
保
水

性
）
や
空
気
を
保
ち
（
通
気
性
）、
排
水
が

良
い
（
透
水
性
）
等
の
物
理
性
が
良
い
。③

酸
性
や
ア
ル
カ
リ
性
に
偏
ら
な
い
で
作
物

に
必
要
な
養
分
を
適
度
に
含
む
等
の
化
学

性
が
良
い
。④
土
壌
病
害
の
発
生
が
な
い
こ

と
等
の
生
物
性
が
良
い
こ
と
で
す
。

　
土
の
総
合
的
な
生
産
力
を
地
力
と
呼
ぶ

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
物
理
性
、
化
学
性
、

生
物
性
の
そ
れ
ぞ
れ
を
良
好
に
保
ち
地
力

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
土
つ
く
り
で
す
。

排
水
が
悪
く
、
硬
い
等
の
物
理
性
が
不
良

な
土
に
、
上
等
の
肥
料
を
施
用
し
て
も
作

物
は
良
く
育
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、
堆
肥
を

沢
山
入
れ
て
ふ
わ
ふ
わ
で
、
ミ
ミ
ズ
が
居

る
よ
う
な
土
は
、
物
理
性
と
生
物
性
は
良

さ
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、
堆
肥
の
肥
料
分

が
土
の
中
で
過
剰
に
な
り
、
化
学
性
に
問

題
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
物
理
性
が

悪
い
場
合
は
、
外
観
で
、
あ
る
程
度
は
判

断
し
て
対
策
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
化
学
性
は
目
に
見
え
な
い
た
め
化
学

分
析
に
よ
る
土
壌
診
断
が
必
要
で
す
。

　
土
壌
診
断
で
は
８
〜
10
項
目
に
つ
い
て

診
断
を
行
い
ま
す
。
水
田
土
壌
で
は
、
畑

土
壌
の
項
目
に
有
効
態
ケ
イ
酸
、
遊
離
酸

化
鉄
や
全
窒
素
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　
土
の
酸
性
度
を
示
す
ｐ
Ｈ（
ペ
ー
ハ
ー
）

は
人
の
健
康
診
断
の
体
温
や
問
診
に
、Ｅ

Ｃ（
イ
ー
シ
ー
）
は
血
圧
に
例
え
ら
れ
、

塩
分
濃
度
の
指
標
で
、
土
で
は
肥
料
（
窒

素
）
濃
度
の
目
安
に
な
り
ま
す
。
こ
の
２

つ
の
項
目
で
も
、
土
の
健
康
や
異
常
を
推

定
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
多
く
の
作
物
の
ｐ
Ｈ
の
適
正
値
は
、
概

ね
６
〜
６･

５
の
弱
酸
性
域
に
あ
り
ま
す
。

作
物
が
必
要
と
す
る
養
分
を
バ
ラ
ン
ス
良

く
吸
収
す
る
に
は
ｐ
Ｈ
を
適
正
に
保
つ
必

要
が
あ
り
ま
す
。
酸
性
が
強
い
と
、
土
壌

微
生
物
の
活
性
が
弱
く
な
り
、
肥
料
や
有

機
物
の
分
解
に
も
影
響
し
ま
す
。

　
ｐ
Ｈ
を
調
べ
る
こ
と
で
、
石
灰
等
の
養

分
の
状
態
等
を
あ
る
程
度
は
推
定
で
き

ま
す
が
、ｐ
Ｈ
が
異
常
な
原
因
や
、
作
物

の
生
育
に
必
要
な
養
分
状
態
を
知
る
に

は
、
他
の
項
目
に
つ
い
て
も
診
断
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
調
査
項
目
そ
れ
ぞ
れ
に
適
正
値
が
決

め
ら
れ
て
お
り
、
適
正
値
か
ら
の
ず
れ

の
程
度
で
①
〜
⑤
の
判
定
を
行
っ
て
い

ま
す
。①
は
適
正
、②
は
や
や
多
い
か
少

な
い
で
注
意
に
と
ど
め
る
、③
は
黄
信
号

で
今
後
注
意
し
早
め
の
対
応
を
、④
は
橙

信
号
、⑤
は
赤
信
号
で
か
な
り
重
症
で
あ

る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

　
す
べ
て
の
項
目
を
適
正
に
維
持
す
る

こ
と
が
理
想
で
す
が
、
土
つ
く
り
や
施

肥
が
行
わ
れ
る
過
程
で
養
分
の
過
不
足

が
生
じ
、
診
断
す
る
と
④
や
⑤
判
定
の

重
症
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

処
方
箋
に
は
、
そ
の
原
因
と
対
策
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ピ
ー
マ
ン
土
壌
の
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー

ト
図
（
処
方
箋
記
載
）
を
み
る
と
、
全

体
的
に
養
分
が
不
足
し
て
い
る
土
、
項

目
に
よ
っ
て
過
不
足
が
見
ら
れ
る
土
、

全
項
目
に
つ
い
て
高
く
養
分
が
集
積
し
て

い
る
土
等
様
々
な
養
分
状
態
の
土
が
あ
り

ま
す
。
同
じ
農
家
で
は
圃
場
が
違
っ
て
も

図
の
特
徴
が
似
て
い
ま
す
が
、
別
の
農
家

と
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
あ
り
、
個
々

の
農
家
の
個
性
が
図
に
現
れ
ま
す
。
土
の

顔
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
ｐ
Ｈ
や
石
灰
に
つ
い
て
は
、
酸
性
が
強

く
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
長
年
、
石
灰
資

材
の
施
用
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
で

す
。
反
対
に
、
石
灰
を
毎
年
施
用
し
過
ぎ

た
り
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
石
灰
を
多
く

含
む
資
材
（
例
え
ば
、
石
灰
を
多
く
含
む

堆
肥
）
の
施
用
に
よ
っ
て
も
土
の
石
灰
が

多
く
な
り
ｐ
Ｈ
が
高
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。ｐ
Ｈ
が
高
く
な
る
と
微
量
要
素
の
吸

収
が
悪
く
な
り
、
作
物
体
内
の
マ
ン
ガ
ン

等
の
微
量
要
素
が
欠
乏
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
石
灰
が
適
正
で
も
光
合
成
に
必
要
な
葉

緑
素
の
構
成
成
分
で
あ
る
苦
土
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
Ｅ
Ｃ
は
、
硝
酸
態
窒
素
と
密
接
な
関
係

が
あ
り
、
主
に
窒
素
肥
料
の
量
の
目
安
に

な
り
ま
す
。
前
作
の
窒
素
肥
料
が
多
く

残
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
常
通

り
の
施
肥
を
行
っ
て
い
る
と
、
年
々
そ
の

濃
度
が
高
く
な
り
ま
す
。
濃
度
が
高
過
ぎ

る
と
根
に
障
害
が
で
ま
す
。
ま
た
、
窒
素

勝
り
で
生
育
旺
盛
に
な
り
、
作
物
が
減
収

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
有
効
態
リ
ン
酸
や
交
換
性
カ
リ
に
つ
い

て
は
、
リ
ン
酸
や
カ
リ
を
多
く
含
む
堆
肥

や
肥
料
の
多
量
施
用
が
原
因
で
過
剰
に
な

り
ま
す
。
特
に
施
設
土
壌
で
は
、
ほ
と
ん

ど
の
品
目
で
過
剰
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
リ
ン
酸
は
多
く
施
用
し
て
も
生
育
障
害

が
出
に
く
い
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
最

近
で
は
、
リ
ン
酸
過
剰
に
よ
る
生
育
障
害

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

土
壌
病
害
に
罹
り
や
す
く
な
る
こ
と
も
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
カ
リ
の
過
剰
は
苦
土
や
石
灰
の
吸
収
を

妨
げ
苦
土
欠
乏
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
堆

肥
を
施
用
し
て
い
な
い
圃
場
で
は
カ
リ
不

足
で
生
育
不
良
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
塩
基
飽
和
度
は
、
保
肥
力
の
指
標
で
あ

る
陽
イ
オ
ン
交
換
容
量
（
Ｃ
Ｅ
Ｃ：
シ
ー

イ
ー
シ
ー
）
に
占
め
る
交
換
性
石
灰
、
苦

土
と
カ
リ
の
当
量
数
（
ｍ
ｅ
）
の
合
計
の
％

で
す
が
、
適
正
値
よ
り
小
さ
く
酸
性
が
強

く
な
っ
て
い
る
場
合
や
、
適
正
値
よ
り
大

き
くｐ
Ｈ
が
高
く

な
っ
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
改

良
す
る
に
は
、
交

換
性
石
灰
、苦
土
、

カ
リ
の
飽
和
度

（
％
）
や
濃
度
が

適
正
に
な
る
よ
う

に
、
改
良
資
材
を

施
用
し
ま
す
。
過

剰
の
場
合
は
施
用

を
し
ば
ら
く
控
え

る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
塩
基
バ
ラ
ン
ス

（
石
灰
／
苦
土
比
、

苦
土
／
カ
リ
比
）

に
つ
い
て
は
、
石

灰
と
苦
土
と
カ
リ

が
互
い
に
競
合
し
合
い
（
拮
抗
作
用
）
互

い
の
養
分
が
吸
収
さ
れ
難
い
状
況
に
な
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
改
良
剤
の
施

用
や
施
肥
、
堆
肥
施
用
等
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
養
分
を
適
正
濃
度
に
管
理
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
特
に
カ
リ
の
適
正
化
が
重
要

で
す
。

　
果
樹
園
で
は
、
近
年
、
堆
肥
や
石
灰

を
施
用
し
て
い
な
い
園
が
多
く
、
表
土
、

下
層
土
と
も
に
酸
性
が
強
く
な
っ
て
い

る
事
例
が
み
ら
れ
ま
す
。
酸
性
が
強
い

場
合
は
、
石
灰
を
表
土
に
施
用
し
て
も
、

根
が
多
く
分
布
す
る
下
層
土
に
短
期
間

で
は
移
動
し
難
い
の
で
、
酸
性
が
強
く

な
ら
な
い
う
ち
に
定
期
的
に
土
壌
診
断

を
行
い
必
要
な
改
良
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
反
対
に
、
石
灰
が
過
剰
で
ｐ

Ｈ
が
高
く
な
る
と
微
量
要
素
欠
乏
が
懸

念
さ
れ
る
の
で
、
微
量
要
素
剤
の
施
用

や
葉
面
散
布
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
野
菜
、
花
、
果
樹
の
施
設
畑
で
は
、
一

年
中
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
わ
れ
雨
に
当
た
る
機

会
が
な
い
た
め
、
堆
肥
や
肥
料
か
ら
持
ち

込
ま
れ
た
肥
料
養
分
が
土
壌
に
溜
ま
り
続

け
、
表
土
か
ら
下
層
土
ま
で
多
く
蓄
積
し

て
い
ま
す
。
施
設
栽
培
は
、
収
益
性
が
高

い
こ
と
も
あ
っ
て
、
堆
肥
が
多
量
に
施
用

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
土
壌
の
養
分
過
剰

が
目
立
ち
ま
す
。
施
設
畑
で
は
堆
肥
の
肥

料
成
分
に
特
に
留
意
し
、
こ
れ
ま
で
使
っ

て
い
た
堆
肥
を
見
直
し
、
養
分
の
少
な
い

堆
肥
へ
の
切
り
換
え
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
水
田
で
は
、
水
稲
、
麦
お
よ
び
大
豆
の

栽
培
に
備
え
る
土
壌
診
断
を
行
い
ま
す
。

　
最
近
、
水
田
で
の
ケ
イ
酸
資
材
等
の
施

用
量
の
減
少
が
著
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
水
稲
は
10
㌃
当
た
り
約
１
０
０
㎏
の

多
量
の
ケ
イ
酸
を
吸
収
す
る
た
め
、
ケ
イ

酸
が
不
足
す
る
圃
場
で
は
ケ
イ
酸
資
材
の

施
用
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
、
飼
料
米
の
作
付
け
が
一
層
進
ん

で
い
き
ま
す
が
、
飼
料
米
は
ケ
イ
酸
の

収
奪
量
が
主
食
米
に
比
べ
て
多
く
、
土

壌
の
ケ
イ
酸
不
足
が
進
む
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
主
食
米
で
は
、
温
暖
化

の
影
響
で
乳
白
米
の
発
生
が
多
く
な
り
、

そ
の
原
因
に
土
壌
の
ケ
イ
酸
不
足
が
あ

り
ま
す
。

　
ケ
イ
酸
資
材
の
施
用
は
収
奪
さ
れ
た

ケ
イ
酸
を
補
う
と
と
も
に
、
水
稲
の
根

を
元
気
に
し
、
乳
白
米
の
発
生
を
軽
減

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
遊
離
酸
化

鉄
が
少
な
く
根
腐
れ
が
発
生
し
や
す
い

土
壌
で
は
、
根
腐
れ
を
防
止
す
る
効
果

の
あ
る
鉄
や
マ
ン
ガ
ン
を
含
む
ケ
イ
酸

資
材
の
施
用
が
有
効
で
す
。

　
土
壌
改
良
剤
に
つ
い
て
は
、
養
分
が
不

足
し
適
正
値
に
達
し
て
い
な
い
場
合
に
不

足
量
に
相
当
す
る
リ
ン
酸
資
材
、
石
灰
苦

土
資
材
、
苦
土
資
材
、
カ
リ
資
材
、
微
量

要
素
資
材
、
ケ
イ
酸
資
材
の
中
か
ら
、
最

適
な
改
良
剤
を
選
ん
で
施
用
量
を
処
方
し

ま
す
。
複
数
の
資
材
を
組
み
合
わ
せ
て
改

良
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
過
剰
の
場
合

は
無
施
用
と
し
、
今
後
、
石
灰
施
用
を
控

え
る
年
数
の
目
安
や
、
堆
肥
等
か
ら
の
持

込
み
に
つ
い
て
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
施
肥
設
計
は
、
窒
素
は
硝
酸
態
窒
素
、

リ
ン
酸
は
有
効
態
リ
ン
酸
、
カ
リ
は
交
換

性
カ
リ
濃
度
を
も
と
に
肥
料
の
種
類
や
施

肥
量
を
決
め
ま
す
。
肥
料
に
は
、
窒
素
、

リ
ン
酸
、
カ
リ
の
量
で
、
３
成
分
が
ほ
ぼ

お
な
じ
水
平
型
（
例
：
10
ー
10
ー
10
）、
リ

ン
酸
を
減
ら
し
た
Ｖ
型
（
例
：
10
ー
３
ー

10
）、
リ
ン
酸
と
カ
リ
を
減
ら
し
た
Ｌ
型

（
例
：
10
ー
３
ー
３
）
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
の

中
間
の
肥
料
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
肥
料
に
は
、
有
機
質
肥
料
や
苦
土
お

よ
び
微
量
要
素
等
を
配
合
し
た
肥
料
が
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
追
肥
等
の
施
肥
労
力
を
軽
減
す

る
た
め
、
追
肥
を
省
略
で
き
る
元
肥
一
発

肥
料
等
の
新
肥
料
の
利
用
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
新
肥
料
の
提
供
に
あ
っ
て
は
、

省
力
、
機
能
性
、
作
物
を
栽
培
し
易
い
、

降
雨
や
潅
水
の
影
響
等
で
栽
培
者
の
施
肥

技
術
の
差
が
小
さ
く
な
る
こ
と
等
の
技
術

面
に
加
え
、
肥
料
コ
ス
ト
が
従
来
品
と
同

等
程
度
に
な
る
よ
う
な
工
夫
も
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
肥
料
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
、

土
壌
診
断
結
果
を
反
映
し
、
対
象
作
物
や

や
栽
培
期
間
に
沿
っ
て
、
元
肥
＋
追
肥
や

周
年
栽
培
の
施
肥
設
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
作
物
の
安
定
生
産
を
持
続
す
る
に
は
堆

肥
の
施
用
は
極
め
て
大
切
で
す
。
近
年
の

土
壌
は
、
堆
肥
施
用
に
よ
る
養
分
過
剰
や

バ
ラ
ン
ス
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
は
前
に

述
べ
ま
し
た
が
、
堆
肥
か
ら
石
灰
が
多
く

持
ち
込
ま
れ
、石
灰
過
剰
の
原
因
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　
堆
肥
の
成
分
は
種
類
に
よ
っ
て
一
様
で

は
な
く
、
肥
料
成
分
の
多
い
堆
肥
や
少
な

い
堆
肥
が
あ
り
ま
す
。
本
来
は
堆
肥
の
成

分
を
考
慮
し
た
施
肥
や
種
類
を
選
ん
で
適

正
量
を
施
用
す
る
の
が
良
い
の
で
す
が
、

そ
れ
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
堆
肥
施
用

と
施
肥
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
全
農
お
お
い
た
で
は
、
県
内
に
流
通
す
る

堆
肥
を
毎
年
調
査
し
、
そ
の
成
分
を
公
表

し
て
い
ま
す
。
堆
肥
の
成
分
を
考
慮
し
、
堆

肥
と
リ
ン
酸
や
カ
リ
を
減
ら
し
た
Ｌ
型
肥

料
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
養
分
の
過
剰

集
積
を
軽
減
し
、
肥
料
コ
ス
ト
を
減
ら
す
こ

と
も
で
き
ま
す
。
処
方
箋
に
は
、
土
壌
診
断

結
果
を
反
映
し
、
堆
肥
施
用
を
前
提
に
し

た
施
肥
設
計
も
処
方
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
土
壌
診
断
は
、
土
壌
の
健
康
を
調
べ
る

有
効
な
方
法
で
あ
り
、
定
期
的
に
受
診
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
農
作
業
の
合

間
に
採
土
す
る
の
が
面
倒
だ
、
提
出
期
限

に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
、
土
壌
診
断
を
し
て

も
し
な
く
て
も
効
果
が
あ
ま
り
変
ら
な
い

等
の
理
由
で
受
診
し
て
い
な
い
と
い
う
話

も
聞
き
ま
す
。

　
診
断
料
金
に
つ
い
て
も
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
支

援
や
そ
の
他
支
援
制
度
を
利
用
す
る
と
、

安
価
に
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
採

土
の
手
間
や
料
金
を
考
慮
し
て
も
そ
れ
以

上
の
成
果
が
あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

（
イ
ラ
ス
ト
出
典｢

全
農
土
壌
診
断
ガ
イ
ド｣

）

土
壌
診
断
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

お
近
く
の
Ｊ
Ａ
　
又
は

全
農
お
お
い
た
土
壌
診
断
セ
ン
タ
ー

（
０
９
７
・
５
４
４
・
８
４
９
９
）
ま
で

特集１　土壌診断 特集１

土
壌
診
断
の
活
用
で

農
作
物
の
安
定
・
高
品
質
生
産
を

良
い
土
と
は

土
壌
診
断
は
土
の
健
康
診
断

土
壌
診
断
結
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適
正
判
定

適
正
判
定
③
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⑤
の
原
因
と
対
策

図1

図2

図3

土
の
健
康
度
を

確
認
し
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安
定
し
た
農
作
物
の
生
産
に
は
、
土
壌

の
状
態
を
正
確
に
把
握
し
、
適
正
な
施
肥

設
計
・
土
壌
管
理
を
行
う
こ
と
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
土
壌
の
状
態
を
知
る
方
法
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
る
の
が
、
人
の
健
康
診

断
を
参
考
に
土
の
健
康
度
を
評
価
す
る

「
土
壌
診
断
」
で
す
。
土
壌
診
断
を
行
う
こ

と
で
、
過
剰
な
養
分
は
減
ら
し
、
足
り
な

い
養
分
は
必
要
量
を
施
用
す
る
な
ど
適
正

な
施
肥
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
Ｊ

Ａ
全
農
お
お
い
た
営
農
支
援
検
査
セ
ン

タ
ー
（
土
壌
診
断
セ
ン
タ
ー
）
の
小
野 

忠 

参
与
（
農
学
博
士
）
に
「
土
壌
診
断
を
活

用
し
た
土
つ
く
り
」
に
つ
い
て
紹
介
し
て

も
ら
い
ま
す
。

　
全
農
お
お
い
た
で
は
、
年
間
約
３
千
点

の
土
壌
分
析
を
行
い
、
分
析
結
果
と
土
壌

改
良
の
方
法
や
施
肥
設
計
（
元
肥
＋
追
肥
）

を
わ
か
り
易
く
示
し
た
処
方
箋
を
農
家
に

提
供
し
て
い
ま
す
。
農
作
物
の
安
定
・
高

品
質
生
産
を
持
続
す
る
に
は
、
土
つ
く
り

が
大
切
で
す
が
、
そ
の
具
体
的
な
第
一
歩

を
示
す
の
が
、
土
壌
診
断
の
処
方
箋
で
す
。

　　
土
が
作
物
の
生
育
を
阻
害
し
な
い
で
健

全
に
育
つ
状
態
に
あ
る
こ
と
で
す
が
、
具

体
的
に
は
、①
作
物
の
根
を
支
え
る
深
く
柔

ら
か
い
土
で
あ
る
、②
適
度
に
水
分
（
保
水

性
）
や
空
気
を
保
ち
（
通
気
性
）、
排
水
が

良
い
（
透
水
性
）
等
の
物
理
性
が
良
い
。③

酸
性
や
ア
ル
カ
リ
性
に
偏
ら
な
い
で
作
物

に
必
要
な
養
分
を
適
度
に
含
む
等
の
化
学

性
が
良
い
。④
土
壌
病
害
の
発
生
が
な
い
こ

と
等
の
生
物
性
が
良
い
こ
と
で
す
。

　
土
の
総
合
的
な
生
産
力
を
地
力
と
呼
ぶ

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
物
理
性
、
化
学
性
、

生
物
性
の
そ
れ
ぞ
れ
を
良
好
に
保
ち
地
力

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
土
つ
く
り
で
す
。

排
水
が
悪
く
、
硬
い
等
の
物
理
性
が
不
良

な
土
に
、
上
等
の
肥
料
を
施
用
し
て
も
作

物
は
良
く
育
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、
堆
肥
を

沢
山
入
れ
て
ふ
わ
ふ
わ
で
、
ミ
ミ
ズ
が
居

る
よ
う
な
土
は
、
物
理
性
と
生
物
性
は
良

さ
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、
堆
肥
の
肥
料
分

が
土
の
中
で
過
剰
に
な
り
、
化
学
性
に
問

題
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
物
理
性
が

悪
い
場
合
は
、
外
観
で
、
あ
る
程
度
は
判

断
し
て
対
策
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
化
学
性
は
目
に
見
え
な
い
た
め
化
学

分
析
に
よ
る
土
壌
診
断
が
必
要
で
す
。

　
土
壌
診
断
で
は
８
〜
10
項
目
に
つ
い
て

診
断
を
行
い
ま
す
。
水
田
土
壌
で
は
、
畑

土
壌
の
項
目
に
有
効
態
ケ
イ
酸
、
遊
離
酸

化
鉄
や
全
窒
素
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　
土
の
酸
性
度
を
示
す
ｐ
Ｈ（
ペ
ー
ハ
ー
）

は
人
の
健
康
診
断
の
体
温
や
問
診
に
、Ｅ

Ｃ（
イ
ー
シ
ー
）
は
血
圧
に
例
え
ら
れ
、

塩
分
濃
度
の
指
標
で
、
土
で
は
肥
料
（
窒

素
）
濃
度
の
目
安
に
な
り
ま
す
。
こ
の
２

つ
の
項
目
で
も
、
土
の
健
康
や
異
常
を
推

定
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
多
く
の
作
物
の
ｐ
Ｈ
の
適
正
値
は
、
概

ね
６
〜
６･

５
の
弱
酸
性
域
に
あ
り
ま
す
。

作
物
が
必
要
と
す
る
養
分
を
バ
ラ
ン
ス
良

く
吸
収
す
る
に
は
ｐ
Ｈ
を
適
正
に
保
つ
必

要
が
あ
り
ま
す
。
酸
性
が
強
い
と
、
土
壌

微
生
物
の
活
性
が
弱
く
な
り
、
肥
料
や
有

機
物
の
分
解
に
も
影
響
し
ま
す
。

　
ｐ
Ｈ
を
調
べ
る
こ
と
で
、
石
灰
等
の
養

分
の
状
態
等
を
あ
る
程
度
は
推
定
で
き

ま
す
が
、ｐ
Ｈ
が
異
常
な
原
因
や
、
作
物

の
生
育
に
必
要
な
養
分
状
態
を
知
る
に

は
、
他
の
項
目
に
つ
い
て
も
診
断
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
調
査
項
目
そ
れ
ぞ
れ
に
適
正
値
が
決

め
ら
れ
て
お
り
、
適
正
値
か
ら
の
ず
れ

の
程
度
で
①
〜
⑤
の
判
定
を
行
っ
て
い

ま
す
。①
は
適
正
、②
は
や
や
多
い
か
少

な
い
で
注
意
に
と
ど
め
る
、③
は
黄
信
号

で
今
後
注
意
し
早
め
の
対
応
を
、④
は
橙

信
号
、⑤
は
赤
信
号
で
か
な
り
重
症
で
あ

る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

　
す
べ
て
の
項
目
を
適
正
に
維
持
す
る

こ
と
が
理
想
で
す
が
、
土
つ
く
り
や
施

肥
が
行
わ
れ
る
過
程
で
養
分
の
過
不
足

が
生
じ
、
診
断
す
る
と
④
や
⑤
判
定
の

重
症
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

処
方
箋
に
は
、
そ
の
原
因
と
対
策
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ピ
ー
マ
ン
土
壌
の
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー

ト
図
（
処
方
箋
記
載
）
を
み
る
と
、
全

体
的
に
養
分
が
不
足
し
て
い
る
土
、
項

目
に
よ
っ
て
過
不
足
が
見
ら
れ
る
土
、

全
項
目
に
つ
い
て
高
く
養
分
が
集
積
し
て

い
る
土
等
様
々
な
養
分
状
態
の
土
が
あ
り

ま
す
。
同
じ
農
家
で
は
圃
場
が
違
っ
て
も

図
の
特
徴
が
似
て
い
ま
す
が
、
別
の
農
家

と
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
あ
り
、
個
々

の
農
家
の
個
性
が
図
に
現
れ
ま
す
。
土
の

顔
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
ｐ
Ｈ
や
石
灰
に
つ
い
て
は
、
酸
性
が
強

く
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
長
年
、
石
灰
資

材
の
施
用
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
で

す
。
反
対
に
、
石
灰
を
毎
年
施
用
し
過
ぎ

た
り
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
石
灰
を
多
く

含
む
資
材
（
例
え
ば
、
石
灰
を
多
く
含
む

堆
肥
）
の
施
用
に
よ
っ
て
も
土
の
石
灰
が

多
く
な
り
ｐ
Ｈ
が
高
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。ｐ
Ｈ
が
高
く
な
る
と
微
量
要
素
の
吸

収
が
悪
く
な
り
、
作
物
体
内
の
マ
ン
ガ
ン

等
の
微
量
要
素
が
欠
乏
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
石
灰
が
適
正
で
も
光
合
成
に
必
要
な
葉

緑
素
の
構
成
成
分
で
あ
る
苦
土
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
Ｅ
Ｃ
は
、
硝
酸
態
窒
素
と
密
接
な
関
係

が
あ
り
、
主
に
窒
素
肥
料
の
量
の
目
安
に

な
り
ま
す
。
前
作
の
窒
素
肥
料
が
多
く

残
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
常
通

り
の
施
肥
を
行
っ
て
い
る
と
、
年
々
そ
の

濃
度
が
高
く
な
り
ま
す
。
濃
度
が
高
過
ぎ

る
と
根
に
障
害
が
で
ま
す
。
ま
た
、
窒
素

勝
り
で
生
育
旺
盛
に
な
り
、
作
物
が
減
収

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
有
効
態
リ
ン
酸
や
交
換
性
カ
リ
に
つ
い

て
は
、
リ
ン
酸
や
カ
リ
を
多
く
含
む
堆
肥

や
肥
料
の
多
量
施
用
が
原
因
で
過
剰
に
な

り
ま
す
。
特
に
施
設
土
壌
で
は
、
ほ
と
ん

ど
の
品
目
で
過
剰
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
リ
ン
酸
は
多
く
施
用
し
て
も
生
育
障
害

が
出
に
く
い
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
最

近
で
は
、
リ
ン
酸
過
剰
に
よ
る
生
育
障
害

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

土
壌
病
害
に
罹
り
や
す
く
な
る
こ
と
も
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
カ
リ
の
過
剰
は
苦
土
や
石
灰
の
吸
収
を

妨
げ
苦
土
欠
乏
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
堆

肥
を
施
用
し
て
い
な
い
圃
場
で
は
カ
リ
不

足
で
生
育
不
良
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
塩
基
飽
和
度
は
、
保
肥
力
の
指
標
で
あ

る
陽
イ
オ
ン
交
換
容
量
（
Ｃ
Ｅ
Ｃ：
シ
ー

イ
ー
シ
ー
）
に
占
め
る
交
換
性
石
灰
、
苦

土
と
カ
リ
の
当
量
数
（
ｍ
ｅ
）
の
合
計
の
％

で
す
が
、
適
正
値
よ
り
小
さ
く
酸
性
が
強

く
な
っ
て
い
る
場
合
や
、
適
正
値
よ
り
大

き
くｐ
Ｈ
が
高
く

な
っ
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
改

良
す
る
に
は
、
交

換
性
石
灰
、苦
土
、

カ
リ
の
飽
和
度

（
％
）
や
濃
度
が

適
正
に
な
る
よ
う

に
、
改
良
資
材
を

施
用
し
ま
す
。
過

剰
の
場
合
は
施
用

を
し
ば
ら
く
控
え

る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
塩
基
バ
ラ
ン
ス

（
石
灰
／
苦
土
比
、

苦
土
／
カ
リ
比
）

に
つ
い
て
は
、
石

灰
と
苦
土
と
カ
リ

が
互
い
に
競
合
し
合
い
（
拮
抗
作
用
）
互

い
の
養
分
が
吸
収
さ
れ
難
い
状
況
に
な
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
改
良
剤
の
施

用
や
施
肥
、
堆
肥
施
用
等
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
養
分
を
適
正
濃
度
に
管
理
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
特
に
カ
リ
の
適
正
化
が
重
要

で
す
。

　
果
樹
園
で
は
、
近
年
、
堆
肥
や
石
灰

を
施
用
し
て
い
な
い
園
が
多
く
、
表
土
、

下
層
土
と
も
に
酸
性
が
強
く
な
っ
て
い

る
事
例
が
み
ら
れ
ま
す
。
酸
性
が
強
い

場
合
は
、
石
灰
を
表
土
に
施
用
し
て
も
、

根
が
多
く
分
布
す
る
下
層
土
に
短
期
間

で
は
移
動
し
難
い
の
で
、
酸
性
が
強
く

な
ら
な
い
う
ち
に
定
期
的
に
土
壌
診
断

を
行
い
必
要
な
改
良
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
反
対
に
、
石
灰
が
過
剰
で
ｐ

Ｈ
が
高
く
な
る
と
微
量
要
素
欠
乏
が
懸

念
さ
れ
る
の
で
、
微
量
要
素
剤
の
施
用

や
葉
面
散
布
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
野
菜
、
花
、
果
樹
の
施
設
畑
で
は
、
一

年
中
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
わ
れ
雨
に
当
た
る
機

会
が
な
い
た
め
、
堆
肥
や
肥
料
か
ら
持
ち

込
ま
れ
た
肥
料
養
分
が
土
壌
に
溜
ま
り
続

け
、
表
土
か
ら
下
層
土
ま
で
多
く
蓄
積
し

て
い
ま
す
。
施
設
栽
培
は
、
収
益
性
が
高

い
こ
と
も
あ
っ
て
、
堆
肥
が
多
量
に
施
用

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
土
壌
の
養
分
過
剰

が
目
立
ち
ま
す
。
施
設
畑
で
は
堆
肥
の
肥

料
成
分
に
特
に
留
意
し
、
こ
れ
ま
で
使
っ

て
い
た
堆
肥
を
見
直
し
、
養
分
の
少
な
い

堆
肥
へ
の
切
り
換
え
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
水
田
で
は
、
水
稲
、
麦
お
よ
び
大
豆
の

栽
培
に
備
え
る
土
壌
診
断
を
行
い
ま
す
。

　
最
近
、
水
田
で
の
ケ
イ
酸
資
材
等
の
施

用
量
の
減
少
が
著
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
水
稲
は
10
㌃
当
た
り
約
１
０
０
㎏
の

多
量
の
ケ
イ
酸
を
吸
収
す
る
た
め
、
ケ
イ

酸
が
不
足
す
る
圃
場
で
は
ケ
イ
酸
資
材
の

施
用
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
、
飼
料
米
の
作
付
け
が
一
層
進
ん

で
い
き
ま
す
が
、
飼
料
米
は
ケ
イ
酸
の

収
奪
量
が
主
食
米
に
比
べ
て
多
く
、
土

壌
の
ケ
イ
酸
不
足
が
進
む
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
主
食
米
で
は
、
温
暖
化

の
影
響
で
乳
白
米
の
発
生
が
多
く
な
り
、

そ
の
原
因
に
土
壌
の
ケ
イ
酸
不
足
が
あ

り
ま
す
。

　
ケ
イ
酸
資
材
の
施
用
は
収
奪
さ
れ
た

ケ
イ
酸
を
補
う
と
と
も
に
、
水
稲
の
根

を
元
気
に
し
、
乳
白
米
の
発
生
を
軽
減

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
遊
離
酸
化

鉄
が
少
な
く
根
腐
れ
が
発
生
し
や
す
い

土
壌
で
は
、
根
腐
れ
を
防
止
す
る
効
果

の
あ
る
鉄
や
マ
ン
ガ
ン
を
含
む
ケ
イ
酸

資
材
の
施
用
が
有
効
で
す
。

　
土
壌
改
良
剤
に
つ
い
て
は
、
養
分
が
不

足
し
適
正
値
に
達
し
て
い
な
い
場
合
に
不

足
量
に
相
当
す
る
リ
ン
酸
資
材
、
石
灰
苦

土
資
材
、
苦
土
資
材
、
カ
リ
資
材
、
微
量

要
素
資
材
、
ケ
イ
酸
資
材
の
中
か
ら
、
最

適
な
改
良
剤
を
選
ん
で
施
用
量
を
処
方
し

ま
す
。
複
数
の
資
材
を
組
み
合
わ
せ
て
改

良
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
過
剰
の
場
合

は
無
施
用
と
し
、
今
後
、
石
灰
施
用
を
控

え
る
年
数
の
目
安
や
、
堆
肥
等
か
ら
の
持

込
み
に
つ
い
て
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
施
肥
設
計
は
、
窒
素
は
硝
酸
態
窒
素
、

リ
ン
酸
は
有
効
態
リ
ン
酸
、
カ
リ
は
交
換

性
カ
リ
濃
度
を
も
と
に
肥
料
の
種
類
や
施

肥
量
を
決
め
ま
す
。
肥
料
に
は
、
窒
素
、

リ
ン
酸
、
カ
リ
の
量
で
、
３
成
分
が
ほ
ぼ

お
な
じ
水
平
型
（
例
：
10
ー
10
ー
10
）、
リ

ン
酸
を
減
ら
し
た
Ｖ
型
（
例
：
10
ー
３
ー

10
）、
リ
ン
酸
と
カ
リ
を
減
ら
し
た
Ｌ
型

（
例
：
10
ー
３
ー
３
）
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
の

中
間
の
肥
料
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
肥
料
に
は
、
有
機
質
肥
料
や
苦
土
お

よ
び
微
量
要
素
等
を
配
合
し
た
肥
料
が
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
追
肥
等
の
施
肥
労
力
を
軽
減
す

る
た
め
、
追
肥
を
省
略
で
き
る
元
肥
一
発

肥
料
等
の
新
肥
料
の
利
用
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
新
肥
料
の
提
供
に
あ
っ
て
は
、

省
力
、
機
能
性
、
作
物
を
栽
培
し
易
い
、

降
雨
や
潅
水
の
影
響
等
で
栽
培
者
の
施
肥

技
術
の
差
が
小
さ
く
な
る
こ
と
等
の
技
術

面
に
加
え
、
肥
料
コ
ス
ト
が
従
来
品
と
同

等
程
度
に
な
る
よ
う
な
工
夫
も
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
肥
料
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
、

土
壌
診
断
結
果
を
反
映
し
、
対
象
作
物
や

や
栽
培
期
間
に
沿
っ
て
、
元
肥
＋
追
肥
や

周
年
栽
培
の
施
肥
設
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
作
物
の
安
定
生
産
を
持
続
す
る
に
は
堆

肥
の
施
用
は
極
め
て
大
切
で
す
。
近
年
の

土
壌
は
、
堆
肥
施
用
に
よ
る
養
分
過
剰
や

バ
ラ
ン
ス
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
は
前
に

述
べ
ま
し
た
が
、
堆
肥
か
ら
石
灰
が
多
く

持
ち
込
ま
れ
、石
灰
過
剰
の
原
因
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　
堆
肥
の
成
分
は
種
類
に
よ
っ
て
一
様
で

は
な
く
、
肥
料
成
分
の
多
い
堆
肥
や
少
な

い
堆
肥
が
あ
り
ま
す
。
本
来
は
堆
肥
の
成

分
を
考
慮
し
た
施
肥
や
種
類
を
選
ん
で
適

正
量
を
施
用
す
る
の
が
良
い
の
で
す
が
、

そ
れ
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
堆
肥
施
用

と
施
肥
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
全
農
お
お
い
た
で
は
、
県
内
に
流
通
す
る

堆
肥
を
毎
年
調
査
し
、
そ
の
成
分
を
公
表

し
て
い
ま
す
。
堆
肥
の
成
分
を
考
慮
し
、
堆

肥
と
リ
ン
酸
や
カ
リ
を
減
ら
し
た
Ｌ
型
肥

料
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
養
分
の
過
剰

集
積
を
軽
減
し
、
肥
料
コ
ス
ト
を
減
ら
す
こ

と
も
で
き
ま
す
。
処
方
箋
に
は
、
土
壌
診
断

結
果
を
反
映
し
、
堆
肥
施
用
を
前
提
に
し

た
施
肥
設
計
も
処
方
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
土
壌
診
断
は
、
土
壌
の
健
康
を
調
べ
る

有
効
な
方
法
で
あ
り
、
定
期
的
に
受
診
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
農
作
業
の
合

間
に
採
土
す
る
の
が
面
倒
だ
、
提
出
期
限

に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
、
土
壌
診
断
を
し
て

も
し
な
く
て
も
効
果
が
あ
ま
り
変
ら
な
い

等
の
理
由
で
受
診
し
て
い
な
い
と
い
う
話

も
聞
き
ま
す
。

　
診
断
料
金
に
つ
い
て
も
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
支

援
や
そ
の
他
支
援
制
度
を
利
用
す
る
と
、

安
価
に
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
採

土
の
手
間
や
料
金
を
考
慮
し
て
も
そ
れ
以

上
の
成
果
が
あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

（
イ
ラ
ス
ト
出
典｢

全
農
土
壌
診
断
ガ
イ
ド｣

）

土
壌
診
断
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

お
近
く
の
Ｊ
Ａ
　
又
は

全
農
お
お
い
た
土
壌
診
断
セ
ン
タ
ー

（
０
９
７
・
５
４
４
・
８
４
９
９
）
ま
で

特集１　土壌診断 特集１

土
壌
診
断
の
活
用
で

農
作
物
の
安
定
・
高
品
質
生
産
を

良
い
土
と
は

土
壌
診
断
は
土
の
健
康
診
断

土
壌
診
断
結
果
の
適
正
判
定

適
正
判
定
③
〜
⑤
の
原
因
と
対
策

図1

図2

図3

土
の
健
康
度
を

確
認
し
よ
う
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安
定
し
た
農
作
物
の
生
産
に
は
、
土
壌

の
状
態
を
正
確
に
把
握
し
、
適
正
な
施
肥

設
計
・
土
壌
管
理
を
行
う
こ
と
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
土
壌
の
状
態
を
知
る
方
法
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
る
の
が
、
人
の
健
康
診

断
を
参
考
に
土
の
健
康
度
を
評
価
す
る

「
土
壌
診
断
」
で
す
。
土
壌
診
断
を
行
う
こ

と
で
、
過
剰
な
養
分
は
減
ら
し
、
足
り
な

い
養
分
は
必
要
量
を
施
用
す
る
な
ど
適
正

な
施
肥
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
Ｊ

Ａ
全
農
お
お
い
た
営
農
支
援
検
査
セ
ン

タ
ー
（
土
壌
診
断
セ
ン
タ
ー
）
の
小
野 

忠 

参
与
（
農
学
博
士
）
に
「
土
壌
診
断
を
活

用
し
た
土
つ
く
り
」
に
つ
い
て
紹
介
し
て

も
ら
い
ま
す
。

　
全
農
お
お
い
た
で
は
、
年
間
約
３
千
点

の
土
壌
分
析
を
行
い
、
分
析
結
果
と
土
壌

改
良
の
方
法
や
施
肥
設
計
（
元
肥
＋
追
肥
）

を
わ
か
り
易
く
示
し
た
処
方
箋
を
農
家
に

提
供
し
て
い
ま
す
。
農
作
物
の
安
定
・
高

品
質
生
産
を
持
続
す
る
に
は
、
土
つ
く
り

が
大
切
で
す
が
、
そ
の
具
体
的
な
第
一
歩

を
示
す
の
が
、
土
壌
診
断
の
処
方
箋
で
す
。

　　
土
が
作
物
の
生
育
を
阻
害
し
な
い
で
健

全
に
育
つ
状
態
に
あ
る
こ
と
で
す
が
、
具

体
的
に
は
、①
作
物
の
根
を
支
え
る
深
く
柔

ら
か
い
土
で
あ
る
、②
適
度
に
水
分
（
保
水

性
）
や
空
気
を
保
ち
（
通
気
性
）、
排
水
が

良
い
（
透
水
性
）
等
の
物
理
性
が
良
い
。③

酸
性
や
ア
ル
カ
リ
性
に
偏
ら
な
い
で
作
物

に
必
要
な
養
分
を
適
度
に
含
む
等
の
化
学

性
が
良
い
。④
土
壌
病
害
の
発
生
が
な
い
こ

と
等
の
生
物
性
が
良
い
こ
と
で
す
。

　
土
の
総
合
的
な
生
産
力
を
地
力
と
呼
ぶ

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
物
理
性
、
化
学
性
、

生
物
性
の
そ
れ
ぞ
れ
を
良
好
に
保
ち
地
力

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
土
つ
く
り
で
す
。

排
水
が
悪
く
、
硬
い
等
の
物
理
性
が
不
良

な
土
に
、
上
等
の
肥
料
を
施
用
し
て
も
作

物
は
良
く
育
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、
堆
肥
を

沢
山
入
れ
て
ふ
わ
ふ
わ
で
、
ミ
ミ
ズ
が
居

る
よ
う
な
土
は
、
物
理
性
と
生
物
性
は
良

さ
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、
堆
肥
の
肥
料
分

が
土
の
中
で
過
剰
に
な
り
、
化
学
性
に
問

題
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
物
理
性
が

悪
い
場
合
は
、
外
観
で
、
あ
る
程
度
は
判

断
し
て
対
策
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
化
学
性
は
目
に
見
え
な
い
た
め
化
学

分
析
に
よ
る
土
壌
診
断
が
必
要
で
す
。

　
土
壌
診
断
で
は
８
〜
10
項
目
に
つ
い
て

診
断
を
行
い
ま
す
。
水
田
土
壌
で
は
、
畑

土
壌
の
項
目
に
有
効
態
ケ
イ
酸
、
遊
離
酸

化
鉄
や
全
窒
素
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　
土
の
酸
性
度
を
示
す
ｐ
Ｈ（
ペ
ー
ハ
ー
）

は
人
の
健
康
診
断
の
体
温
や
問
診
に
、Ｅ

Ｃ（
イ
ー
シ
ー
）
は
血
圧
に
例
え
ら
れ
、

塩
分
濃
度
の
指
標
で
、
土
で
は
肥
料
（
窒

素
）
濃
度
の
目
安
に
な
り
ま
す
。
こ
の
２

つ
の
項
目
で
も
、
土
の
健
康
や
異
常
を
推

定
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
多
く
の
作
物
の
ｐ
Ｈ
の
適
正
値
は
、
概

ね
６
〜
６･

５
の
弱
酸
性
域
に
あ
り
ま
す
。

作
物
が
必
要
と
す
る
養
分
を
バ
ラ
ン
ス
良

く
吸
収
す
る
に
は
ｐ
Ｈ
を
適
正
に
保
つ
必

要
が
あ
り
ま
す
。
酸
性
が
強
い
と
、
土
壌

微
生
物
の
活
性
が
弱
く
な
り
、
肥
料
や
有

機
物
の
分
解
に
も
影
響
し
ま
す
。

　
ｐ
Ｈ
を
調
べ
る
こ
と
で
、
石
灰
等
の
養

分
の
状
態
等
を
あ
る
程
度
は
推
定
で
き

ま
す
が
、ｐ
Ｈ
が
異
常
な
原
因
や
、
作
物

の
生
育
に
必
要
な
養
分
状
態
を
知
る
に

は
、
他
の
項
目
に
つ
い
て
も
診
断
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
調
査
項
目
そ
れ
ぞ
れ
に
適
正
値
が
決

め
ら
れ
て
お
り
、
適
正
値
か
ら
の
ず
れ

の
程
度
で
①
〜
⑤
の
判
定
を
行
っ
て
い

ま
す
。①
は
適
正
、②
は
や
や
多
い
か
少

な
い
で
注
意
に
と
ど
め
る
、③
は
黄
信
号

で
今
後
注
意
し
早
め
の
対
応
を
、④
は
橙

信
号
、⑤
は
赤
信
号
で
か
な
り
重
症
で
あ

る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

　
す
べ
て
の
項
目
を
適
正
に
維
持
す
る

こ
と
が
理
想
で
す
が
、
土
つ
く
り
や
施

肥
が
行
わ
れ
る
過
程
で
養
分
の
過
不
足

が
生
じ
、
診
断
す
る
と
④
や
⑤
判
定
の

重
症
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

処
方
箋
に
は
、
そ
の
原
因
と
対
策
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ピ
ー
マ
ン
土
壌
の
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー

ト
図
（
処
方
箋
記
載
）
を
み
る
と
、
全

体
的
に
養
分
が
不
足
し
て
い
る
土
、
項

目
に
よ
っ
て
過
不
足
が
見
ら
れ
る
土
、

全
項
目
に
つ
い
て
高
く
養
分
が
集
積
し
て

い
る
土
等
様
々
な
養
分
状
態
の
土
が
あ
り

ま
す
。
同
じ
農
家
で
は
圃
場
が
違
っ
て
も

図
の
特
徴
が
似
て
い
ま
す
が
、
別
の
農
家

と
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
あ
り
、
個
々

の
農
家
の
個
性
が
図
に
現
れ
ま
す
。
土
の

顔
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
ｐ
Ｈ
や
石
灰
に
つ
い
て
は
、
酸
性
が
強

く
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
長
年
、
石
灰
資

材
の
施
用
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
で

す
。
反
対
に
、
石
灰
を
毎
年
施
用
し
過
ぎ

た
り
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
石
灰
を
多
く

含
む
資
材
（
例
え
ば
、
石
灰
を
多
く
含
む

堆
肥
）
の
施
用
に
よ
っ
て
も
土
の
石
灰
が

多
く
な
り
ｐ
Ｈ
が
高
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。ｐ
Ｈ
が
高
く
な
る
と
微
量
要
素
の
吸

収
が
悪
く
な
り
、
作
物
体
内
の
マ
ン
ガ
ン

等
の
微
量
要
素
が
欠
乏
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
石
灰
が
適
正
で
も
光
合
成
に
必
要
な
葉

緑
素
の
構
成
成
分
で
あ
る
苦
土
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
Ｅ
Ｃ
は
、
硝
酸
態
窒
素
と
密
接
な
関
係

が
あ
り
、
主
に
窒
素
肥
料
の
量
の
目
安
に

な
り
ま
す
。
前
作
の
窒
素
肥
料
が
多
く

残
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
常
通

り
の
施
肥
を
行
っ
て
い
る
と
、
年
々
そ
の

濃
度
が
高
く
な
り
ま
す
。
濃
度
が
高
過
ぎ

る
と
根
に
障
害
が
で
ま
す
。
ま
た
、
窒
素

勝
り
で
生
育
旺
盛
に
な
り
、
作
物
が
減
収

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
有
効
態
リ
ン
酸
や
交
換
性
カ
リ
に
つ
い

て
は
、
リ
ン
酸
や
カ
リ
を
多
く
含
む
堆
肥

や
肥
料
の
多
量
施
用
が
原
因
で
過
剰
に
な

り
ま
す
。
特
に
施
設
土
壌
で
は
、
ほ
と
ん

ど
の
品
目
で
過
剰
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
リ
ン
酸
は
多
く
施
用
し
て
も
生
育
障
害

が
出
に
く
い
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
最

近
で
は
、
リ
ン
酸
過
剰
に
よ
る
生
育
障
害

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

土
壌
病
害
に
罹
り
や
す
く
な
る
こ
と
も
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
カ
リ
の
過
剰
は
苦
土
や
石
灰
の
吸
収
を

妨
げ
苦
土
欠
乏
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
堆

肥
を
施
用
し
て
い
な
い
圃
場
で
は
カ
リ
不

足
で
生
育
不
良
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
塩
基
飽
和
度
は
、
保
肥
力
の
指
標
で
あ

る
陽
イ
オ
ン
交
換
容
量
（
Ｃ
Ｅ
Ｃ：
シ
ー

イ
ー
シ
ー
）
に
占
め
る
交
換
性
石
灰
、
苦

土
と
カ
リ
の
当
量
数
（
ｍ
ｅ
）
の
合
計
の
％

で
す
が
、
適
正
値
よ
り
小
さ
く
酸
性
が
強

く
な
っ
て
い
る
場
合
や
、
適
正
値
よ
り
大

き
くｐ
Ｈ
が
高
く

な
っ
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
改

良
す
る
に
は
、
交

換
性
石
灰
、苦
土
、

カ
リ
の
飽
和
度

（
％
）
や
濃
度
が

適
正
に
な
る
よ
う

に
、
改
良
資
材
を

施
用
し
ま
す
。
過

剰
の
場
合
は
施
用

を
し
ば
ら
く
控
え

る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
塩
基
バ
ラ
ン
ス

（
石
灰
／
苦
土
比
、

苦
土
／
カ
リ
比
）

に
つ
い
て
は
、
石

灰
と
苦
土
と
カ
リ

が
互
い
に
競
合
し
合
い
（
拮
抗
作
用
）
互

い
の
養
分
が
吸
収
さ
れ
難
い
状
況
に
な
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
改
良
剤
の
施

用
や
施
肥
、
堆
肥
施
用
等
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
養
分
を
適
正
濃
度
に
管
理
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
特
に
カ
リ
の
適
正
化
が
重
要

で
す
。

　
果
樹
園
で
は
、
近
年
、
堆
肥
や
石
灰

を
施
用
し
て
い
な
い
園
が
多
く
、
表
土
、

下
層
土
と
も
に
酸
性
が
強
く
な
っ
て
い

る
事
例
が
み
ら
れ
ま
す
。
酸
性
が
強
い

場
合
は
、
石
灰
を
表
土
に
施
用
し
て
も
、

根
が
多
く
分
布
す
る
下
層
土
に
短
期
間

で
は
移
動
し
難
い
の
で
、
酸
性
が
強
く

な
ら
な
い
う
ち
に
定
期
的
に
土
壌
診
断

を
行
い
必
要
な
改
良
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
反
対
に
、
石
灰
が
過
剰
で
ｐ

Ｈ
が
高
く
な
る
と
微
量
要
素
欠
乏
が
懸

念
さ
れ
る
の
で
、
微
量
要
素
剤
の
施
用

や
葉
面
散
布
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
野
菜
、
花
、
果
樹
の
施
設
畑
で
は
、
一

年
中
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
わ
れ
雨
に
当
た
る
機

会
が
な
い
た
め
、
堆
肥
や
肥
料
か
ら
持
ち

込
ま
れ
た
肥
料
養
分
が
土
壌
に
溜
ま
り
続

け
、
表
土
か
ら
下
層
土
ま
で
多
く
蓄
積
し

て
い
ま
す
。
施
設
栽
培
は
、
収
益
性
が
高

い
こ
と
も
あ
っ
て
、
堆
肥
が
多
量
に
施
用

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
土
壌
の
養
分
過
剰

が
目
立
ち
ま
す
。
施
設
畑
で
は
堆
肥
の
肥

料
成
分
に
特
に
留
意
し
、
こ
れ
ま
で
使
っ

て
い
た
堆
肥
を
見
直
し
、
養
分
の
少
な
い

堆
肥
へ
の
切
り
換
え
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
水
田
で
は
、
水
稲
、
麦
お
よ
び
大
豆
の

栽
培
に
備
え
る
土
壌
診
断
を
行
い
ま
す
。

　
最
近
、
水
田
で
の
ケ
イ
酸
資
材
等
の
施

用
量
の
減
少
が
著
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
水
稲
は
10
㌃
当
た
り
約
１
０
０
㎏
の

多
量
の
ケ
イ
酸
を
吸
収
す
る
た
め
、
ケ
イ

酸
が
不
足
す
る
圃
場
で
は
ケ
イ
酸
資
材
の

施
用
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
、
飼
料
米
の
作
付
け
が
一
層
進
ん

で
い
き
ま
す
が
、
飼
料
米
は
ケ
イ
酸
の

収
奪
量
が
主
食
米
に
比
べ
て
多
く
、
土

壌
の
ケ
イ
酸
不
足
が
進
む
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
主
食
米
で
は
、
温
暖
化

の
影
響
で
乳
白
米
の
発
生
が
多
く
な
り
、

そ
の
原
因
に
土
壌
の
ケ
イ
酸
不
足
が
あ

り
ま
す
。

　
ケ
イ
酸
資
材
の
施
用
は
収
奪
さ
れ
た

ケ
イ
酸
を
補
う
と
と
も
に
、
水
稲
の
根

を
元
気
に
し
、
乳
白
米
の
発
生
を
軽
減

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
遊
離
酸
化

鉄
が
少
な
く
根
腐
れ
が
発
生
し
や
す
い

土
壌
で
は
、
根
腐
れ
を
防
止
す
る
効
果

の
あ
る
鉄
や
マ
ン
ガ
ン
を
含
む
ケ
イ
酸

資
材
の
施
用
が
有
効
で
す
。

　
土
壌
改
良
剤
に
つ
い
て
は
、
養
分
が
不

足
し
適
正
値
に
達
し
て
い
な
い
場
合
に
不

足
量
に
相
当
す
る
リ
ン
酸
資
材
、
石
灰
苦

土
資
材
、
苦
土
資
材
、
カ
リ
資
材
、
微
量

要
素
資
材
、
ケ
イ
酸
資
材
の
中
か
ら
、
最

適
な
改
良
剤
を
選
ん
で
施
用
量
を
処
方
し

ま
す
。
複
数
の
資
材
を
組
み
合
わ
せ
て
改

良
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
過
剰
の
場
合

は
無
施
用
と
し
、
今
後
、
石
灰
施
用
を
控

え
る
年
数
の
目
安
や
、
堆
肥
等
か
ら
の
持

込
み
に
つ
い
て
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
施
肥
設
計
は
、
窒
素
は
硝
酸
態
窒
素
、

リ
ン
酸
は
有
効
態
リ
ン
酸
、
カ
リ
は
交
換

性
カ
リ
濃
度
を
も
と
に
肥
料
の
種
類
や
施

肥
量
を
決
め
ま
す
。
肥
料
に
は
、
窒
素
、

リ
ン
酸
、
カ
リ
の
量
で
、
３
成
分
が
ほ
ぼ

お
な
じ
水
平
型
（
例
：
10
ー
10
ー
10
）、
リ

ン
酸
を
減
ら
し
た
Ｖ
型
（
例
：
10
ー
３
ー

10
）、
リ
ン
酸
と
カ
リ
を
減
ら
し
た
Ｌ
型

（
例
：
10
ー
３
ー
３
）
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
の

中
間
の
肥
料
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
肥
料
に
は
、
有
機
質
肥
料
や
苦
土
お

よ
び
微
量
要
素
等
を
配
合
し
た
肥
料
が
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
追
肥
等
の
施
肥
労
力
を
軽
減
す

る
た
め
、
追
肥
を
省
略
で
き
る
元
肥
一
発

肥
料
等
の
新
肥
料
の
利
用
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
新
肥
料
の
提
供
に
あ
っ
て
は
、

省
力
、
機
能
性
、
作
物
を
栽
培
し
易
い
、

降
雨
や
潅
水
の
影
響
等
で
栽
培
者
の
施
肥

技
術
の
差
が
小
さ
く
な
る
こ
と
等
の
技
術

面
に
加
え
、
肥
料
コ
ス
ト
が
従
来
品
と
同

等
程
度
に
な
る
よ
う
な
工
夫
も
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
肥
料
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
、

土
壌
診
断
結
果
を
反
映
し
、
対
象
作
物
や

や
栽
培
期
間
に
沿
っ
て
、
元
肥
＋
追
肥
や

周
年
栽
培
の
施
肥
設
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
作
物
の
安
定
生
産
を
持
続
す
る
に
は
堆

肥
の
施
用
は
極
め
て
大
切
で
す
。
近
年
の

土
壌
は
、
堆
肥
施
用
に
よ
る
養
分
過
剰
や

バ
ラ
ン
ス
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
は
前
に

述
べ
ま
し
た
が
、
堆
肥
か
ら
石
灰
が
多
く

持
ち
込
ま
れ
、石
灰
過
剰
の
原
因
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　
堆
肥
の
成
分
は
種
類
に
よ
っ
て
一
様
で

は
な
く
、
肥
料
成
分
の
多
い
堆
肥
や
少
な

い
堆
肥
が
あ
り
ま
す
。
本
来
は
堆
肥
の
成

分
を
考
慮
し
た
施
肥
や
種
類
を
選
ん
で
適

正
量
を
施
用
す
る
の
が
良
い
の
で
す
が
、

そ
れ
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
堆
肥
施
用

と
施
肥
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
全
農
お
お
い
た
で
は
、
県
内
に
流
通
す
る

堆
肥
を
毎
年
調
査
し
、
そ
の
成
分
を
公
表

し
て
い
ま
す
。
堆
肥
の
成
分
を
考
慮
し
、
堆

肥
と
リ
ン
酸
や
カ
リ
を
減
ら
し
た
Ｌ
型
肥

料
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
養
分
の
過
剰

集
積
を
軽
減
し
、
肥
料
コ
ス
ト
を
減
ら
す
こ

と
も
で
き
ま
す
。
処
方
箋
に
は
、
土
壌
診
断

結
果
を
反
映
し
、
堆
肥
施
用
を
前
提
に
し

た
施
肥
設
計
も
処
方
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
土
壌
診
断
は
、
土
壌
の
健
康
を
調
べ
る

有
効
な
方
法
で
あ
り
、
定
期
的
に
受
診
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
農
作
業
の
合

間
に
採
土
す
る
の
が
面
倒
だ
、
提
出
期
限

に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
、
土
壌
診
断
を
し
て

も
し
な
く
て
も
効
果
が
あ
ま
り
変
ら
な
い

等
の
理
由
で
受
診
し
て
い
な
い
と
い
う
話

も
聞
き
ま
す
。

　
診
断
料
金
に
つ
い
て
も
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
支

援
や
そ
の
他
支
援
制
度
を
利
用
す
る
と
、

安
価
に
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
採

土
の
手
間
や
料
金
を
考
慮
し
て
も
そ
れ
以

上
の
成
果
が
あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

（
イ
ラ
ス
ト
出
典｢

全
農
土
壌
診
断
ガ
イ
ド｣

）

土
壌
診
断
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

お
近
く
の
Ｊ
Ａ
　
又
は

全
農
お
お
い
た
土
壌
診
断
セ
ン
タ
ー

（
０
９
７
・
５
４
４
・
８
４
９
９
）
ま
で

特集１　土壌診断 土壌診断　特集１

果
樹
園
で
の
課
題

施
設
畑
で
の
課
題

水
田
で
の
課
題

堆
肥
施
用
と
施
肥

改
良
材
の
施
用
と
施
肥
設
計

全ての項目で不足 リン酸、石灰、カリが高いリン酸、石灰が過剰、苦土カリが低い
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図5

図6
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安
定
し
た
農
作
物
の
生
産
に
は
、
土
壌

の
状
態
を
正
確
に
把
握
し
、
適
正
な
施
肥

設
計
・
土
壌
管
理
を
行
う
こ
と
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
土
壌
の
状
態
を
知
る
方
法
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
る
の
が
、
人
の
健
康
診

断
を
参
考
に
土
の
健
康
度
を
評
価
す
る

「
土
壌
診
断
」
で
す
。
土
壌
診
断
を
行
う
こ

と
で
、
過
剰
な
養
分
は
減
ら
し
、
足
り
な

い
養
分
は
必
要
量
を
施
用
す
る
な
ど
適
正

な
施
肥
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
Ｊ

Ａ
全
農
お
お
い
た
営
農
支
援
検
査
セ
ン

タ
ー
（
土
壌
診
断
セ
ン
タ
ー
）
の
小
野 

忠 

参
与
（
農
学
博
士
）
に
「
土
壌
診
断
を
活

用
し
た
土
つ
く
り
」
に
つ
い
て
紹
介
し
て

も
ら
い
ま
す
。

　
全
農
お
お
い
た
で
は
、
年
間
約
３
千
点

の
土
壌
分
析
を
行
い
、
分
析
結
果
と
土
壌

改
良
の
方
法
や
施
肥
設
計
（
元
肥
＋
追
肥
）

を
わ
か
り
易
く
示
し
た
処
方
箋
を
農
家
に

提
供
し
て
い
ま
す
。
農
作
物
の
安
定
・
高

品
質
生
産
を
持
続
す
る
に
は
、
土
つ
く
り

が
大
切
で
す
が
、
そ
の
具
体
的
な
第
一
歩

を
示
す
の
が
、
土
壌
診
断
の
処
方
箋
で
す
。

　　
土
が
作
物
の
生
育
を
阻
害
し
な
い
で
健

全
に
育
つ
状
態
に
あ
る
こ
と
で
す
が
、
具

体
的
に
は
、①
作
物
の
根
を
支
え
る
深
く
柔

ら
か
い
土
で
あ
る
、②
適
度
に
水
分
（
保
水

性
）
や
空
気
を
保
ち
（
通
気
性
）、
排
水
が

良
い
（
透
水
性
）
等
の
物
理
性
が
良
い
。③

酸
性
や
ア
ル
カ
リ
性
に
偏
ら
な
い
で
作
物

に
必
要
な
養
分
を
適
度
に
含
む
等
の
化
学

性
が
良
い
。④
土
壌
病
害
の
発
生
が
な
い
こ

と
等
の
生
物
性
が
良
い
こ
と
で
す
。

　
土
の
総
合
的
な
生
産
力
を
地
力
と
呼
ぶ

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
物
理
性
、
化
学
性
、

生
物
性
の
そ
れ
ぞ
れ
を
良
好
に
保
ち
地
力

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
土
つ
く
り
で
す
。

排
水
が
悪
く
、
硬
い
等
の
物
理
性
が
不
良

な
土
に
、
上
等
の
肥
料
を
施
用
し
て
も
作

物
は
良
く
育
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、
堆
肥
を

沢
山
入
れ
て
ふ
わ
ふ
わ
で
、
ミ
ミ
ズ
が
居

る
よ
う
な
土
は
、
物
理
性
と
生
物
性
は
良

さ
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、
堆
肥
の
肥
料
分

が
土
の
中
で
過
剰
に
な
り
、
化
学
性
に
問

題
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
物
理
性
が

悪
い
場
合
は
、
外
観
で
、
あ
る
程
度
は
判

断
し
て
対
策
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
化
学
性
は
目
に
見
え
な
い
た
め
化
学

分
析
に
よ
る
土
壌
診
断
が
必
要
で
す
。

　
土
壌
診
断
で
は
８
〜
10
項
目
に
つ
い
て

診
断
を
行
い
ま
す
。
水
田
土
壌
で
は
、
畑

土
壌
の
項
目
に
有
効
態
ケ
イ
酸
、
遊
離
酸

化
鉄
や
全
窒
素
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　
土
の
酸
性
度
を
示
す
ｐ
Ｈ（
ペ
ー
ハ
ー
）

は
人
の
健
康
診
断
の
体
温
や
問
診
に
、Ｅ

Ｃ（
イ
ー
シ
ー
）
は
血
圧
に
例
え
ら
れ
、

塩
分
濃
度
の
指
標
で
、
土
で
は
肥
料
（
窒

素
）
濃
度
の
目
安
に
な
り
ま
す
。
こ
の
２

つ
の
項
目
で
も
、
土
の
健
康
や
異
常
を
推

定
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
多
く
の
作
物
の
ｐ
Ｈ
の
適
正
値
は
、
概

ね
６
〜
６･

５
の
弱
酸
性
域
に
あ
り
ま
す
。

作
物
が
必
要
と
す
る
養
分
を
バ
ラ
ン
ス
良

く
吸
収
す
る
に
は
ｐ
Ｈ
を
適
正
に
保
つ
必

要
が
あ
り
ま
す
。
酸
性
が
強
い
と
、
土
壌

微
生
物
の
活
性
が
弱
く
な
り
、
肥
料
や
有

機
物
の
分
解
に
も
影
響
し
ま
す
。

　
ｐ
Ｈ
を
調
べ
る
こ
と
で
、
石
灰
等
の
養

分
の
状
態
等
を
あ
る
程
度
は
推
定
で
き

ま
す
が
、ｐ
Ｈ
が
異
常
な
原
因
や
、
作
物

の
生
育
に
必
要
な
養
分
状
態
を
知
る
に

は
、
他
の
項
目
に
つ
い
て
も
診
断
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
調
査
項
目
そ
れ
ぞ
れ
に
適
正
値
が
決

め
ら
れ
て
お
り
、
適
正
値
か
ら
の
ず
れ

の
程
度
で
①
〜
⑤
の
判
定
を
行
っ
て
い

ま
す
。①
は
適
正
、②
は
や
や
多
い
か
少

な
い
で
注
意
に
と
ど
め
る
、③
は
黄
信
号

で
今
後
注
意
し
早
め
の
対
応
を
、④
は
橙

信
号
、⑤
は
赤
信
号
で
か
な
り
重
症
で
あ

る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

　
す
べ
て
の
項
目
を
適
正
に
維
持
す
る

こ
と
が
理
想
で
す
が
、
土
つ
く
り
や
施

肥
が
行
わ
れ
る
過
程
で
養
分
の
過
不
足

が
生
じ
、
診
断
す
る
と
④
や
⑤
判
定
の

重
症
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

処
方
箋
に
は
、
そ
の
原
因
と
対
策
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ピ
ー
マ
ン
土
壌
の
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー

ト
図
（
処
方
箋
記
載
）
を
み
る
と
、
全

体
的
に
養
分
が
不
足
し
て
い
る
土
、
項

目
に
よ
っ
て
過
不
足
が
見
ら
れ
る
土
、

全
項
目
に
つ
い
て
高
く
養
分
が
集
積
し
て

い
る
土
等
様
々
な
養
分
状
態
の
土
が
あ
り

ま
す
。
同
じ
農
家
で
は
圃
場
が
違
っ
て
も

図
の
特
徴
が
似
て
い
ま
す
が
、
別
の
農
家

と
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
あ
り
、
個
々

の
農
家
の
個
性
が
図
に
現
れ
ま
す
。
土
の

顔
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
ｐ
Ｈ
や
石
灰
に
つ
い
て
は
、
酸
性
が
強

く
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
長
年
、
石
灰
資

材
の
施
用
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
で

す
。
反
対
に
、
石
灰
を
毎
年
施
用
し
過
ぎ

た
り
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
石
灰
を
多
く

含
む
資
材
（
例
え
ば
、
石
灰
を
多
く
含
む

堆
肥
）
の
施
用
に
よ
っ
て
も
土
の
石
灰
が

多
く
な
り
ｐ
Ｈ
が
高
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。ｐ
Ｈ
が
高
く
な
る
と
微
量
要
素
の
吸

収
が
悪
く
な
り
、
作
物
体
内
の
マ
ン
ガ
ン

等
の
微
量
要
素
が
欠
乏
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
石
灰
が
適
正
で
も
光
合
成
に
必
要
な
葉

緑
素
の
構
成
成
分
で
あ
る
苦
土
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
Ｅ
Ｃ
は
、
硝
酸
態
窒
素
と
密
接
な
関
係

が
あ
り
、
主
に
窒
素
肥
料
の
量
の
目
安
に

な
り
ま
す
。
前
作
の
窒
素
肥
料
が
多
く

残
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
常
通

り
の
施
肥
を
行
っ
て
い
る
と
、
年
々
そ
の

濃
度
が
高
く
な
り
ま
す
。
濃
度
が
高
過
ぎ

る
と
根
に
障
害
が
で
ま
す
。
ま
た
、
窒
素

勝
り
で
生
育
旺
盛
に
な
り
、
作
物
が
減
収

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
有
効
態
リ
ン
酸
や
交
換
性
カ
リ
に
つ
い

て
は
、
リ
ン
酸
や
カ
リ
を
多
く
含
む
堆
肥

や
肥
料
の
多
量
施
用
が
原
因
で
過
剰
に
な

り
ま
す
。
特
に
施
設
土
壌
で
は
、
ほ
と
ん

ど
の
品
目
で
過
剰
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
リ
ン
酸
は
多
く
施
用
し
て
も
生
育
障
害

が
出
に
く
い
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
最

近
で
は
、
リ
ン
酸
過
剰
に
よ
る
生
育
障
害

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

土
壌
病
害
に
罹
り
や
す
く
な
る
こ
と
も
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
カ
リ
の
過
剰
は
苦
土
や
石
灰
の
吸
収
を

妨
げ
苦
土
欠
乏
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
堆

肥
を
施
用
し
て
い
な
い
圃
場
で
は
カ
リ
不

足
で
生
育
不
良
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
塩
基
飽
和
度
は
、
保
肥
力
の
指
標
で
あ

る
陽
イ
オ
ン
交
換
容
量
（
Ｃ
Ｅ
Ｃ：
シ
ー

イ
ー
シ
ー
）
に
占
め
る
交
換
性
石
灰
、
苦

土
と
カ
リ
の
当
量
数
（
ｍ
ｅ
）
の
合
計
の
％

で
す
が
、
適
正
値
よ
り
小
さ
く
酸
性
が
強

く
な
っ
て
い
る
場
合
や
、
適
正
値
よ
り
大

き
くｐ
Ｈ
が
高
く

な
っ
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
改

良
す
る
に
は
、
交

換
性
石
灰
、苦
土
、

カ
リ
の
飽
和
度

（
％
）
や
濃
度
が

適
正
に
な
る
よ
う

に
、
改
良
資
材
を

施
用
し
ま
す
。
過

剰
の
場
合
は
施
用

を
し
ば
ら
く
控
え

る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
塩
基
バ
ラ
ン
ス

（
石
灰
／
苦
土
比
、

苦
土
／
カ
リ
比
）

に
つ
い
て
は
、
石

灰
と
苦
土
と
カ
リ

が
互
い
に
競
合
し
合
い
（
拮
抗
作
用
）
互

い
の
養
分
が
吸
収
さ
れ
難
い
状
況
に
な
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
改
良
剤
の
施

用
や
施
肥
、
堆
肥
施
用
等
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
養
分
を
適
正
濃
度
に
管
理
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
特
に
カ
リ
の
適
正
化
が
重
要

で
す
。

　
果
樹
園
で
は
、
近
年
、
堆
肥
や
石
灰

を
施
用
し
て
い
な
い
園
が
多
く
、
表
土
、

下
層
土
と
も
に
酸
性
が
強
く
な
っ
て
い

る
事
例
が
み
ら
れ
ま
す
。
酸
性
が
強
い

場
合
は
、
石
灰
を
表
土
に
施
用
し
て
も
、

根
が
多
く
分
布
す
る
下
層
土
に
短
期
間

で
は
移
動
し
難
い
の
で
、
酸
性
が
強
く

な
ら
な
い
う
ち
に
定
期
的
に
土
壌
診
断

を
行
い
必
要
な
改
良
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
反
対
に
、
石
灰
が
過
剰
で
ｐ

Ｈ
が
高
く
な
る
と
微
量
要
素
欠
乏
が
懸

念
さ
れ
る
の
で
、
微
量
要
素
剤
の
施
用

や
葉
面
散
布
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
野
菜
、
花
、
果
樹
の
施
設
畑
で
は
、
一

年
中
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
わ
れ
雨
に
当
た
る
機

会
が
な
い
た
め
、
堆
肥
や
肥
料
か
ら
持
ち

込
ま
れ
た
肥
料
養
分
が
土
壌
に
溜
ま
り
続

け
、
表
土
か
ら
下
層
土
ま
で
多
く
蓄
積
し

て
い
ま
す
。
施
設
栽
培
は
、
収
益
性
が
高

い
こ
と
も
あ
っ
て
、
堆
肥
が
多
量
に
施
用

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
土
壌
の
養
分
過
剰

が
目
立
ち
ま
す
。
施
設
畑
で
は
堆
肥
の
肥

料
成
分
に
特
に
留
意
し
、
こ
れ
ま
で
使
っ

て
い
た
堆
肥
を
見
直
し
、
養
分
の
少
な
い

堆
肥
へ
の
切
り
換
え
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
水
田
で
は
、
水
稲
、
麦
お
よ
び
大
豆
の

栽
培
に
備
え
る
土
壌
診
断
を
行
い
ま
す
。

　
最
近
、
水
田
で
の
ケ
イ
酸
資
材
等
の
施

用
量
の
減
少
が
著
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
水
稲
は
10
㌃
当
た
り
約
１
０
０
㎏
の

多
量
の
ケ
イ
酸
を
吸
収
す
る
た
め
、
ケ
イ

酸
が
不
足
す
る
圃
場
で
は
ケ
イ
酸
資
材
の

施
用
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
、
飼
料
米
の
作
付
け
が
一
層
進
ん

で
い
き
ま
す
が
、
飼
料
米
は
ケ
イ
酸
の

収
奪
量
が
主
食
米
に
比
べ
て
多
く
、
土

壌
の
ケ
イ
酸
不
足
が
進
む
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
主
食
米
で
は
、
温
暖
化

の
影
響
で
乳
白
米
の
発
生
が
多
く
な
り
、

そ
の
原
因
に
土
壌
の
ケ
イ
酸
不
足
が
あ

り
ま
す
。

　
ケ
イ
酸
資
材
の
施
用
は
収
奪
さ
れ
た

ケ
イ
酸
を
補
う
と
と
も
に
、
水
稲
の
根

を
元
気
に
し
、
乳
白
米
の
発
生
を
軽
減

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
遊
離
酸
化

鉄
が
少
な
く
根
腐
れ
が
発
生
し
や
す
い

土
壌
で
は
、
根
腐
れ
を
防
止
す
る
効
果

の
あ
る
鉄
や
マ
ン
ガ
ン
を
含
む
ケ
イ
酸

資
材
の
施
用
が
有
効
で
す
。

　
土
壌
改
良
剤
に
つ
い
て
は
、
養
分
が
不

足
し
適
正
値
に
達
し
て
い
な
い
場
合
に
不

足
量
に
相
当
す
る
リ
ン
酸
資
材
、
石
灰
苦

土
資
材
、
苦
土
資
材
、
カ
リ
資
材
、
微
量

要
素
資
材
、
ケ
イ
酸
資
材
の
中
か
ら
、
最

適
な
改
良
剤
を
選
ん
で
施
用
量
を
処
方
し

ま
す
。
複
数
の
資
材
を
組
み
合
わ
せ
て
改

良
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
過
剰
の
場
合

は
無
施
用
と
し
、
今
後
、
石
灰
施
用
を
控

え
る
年
数
の
目
安
や
、
堆
肥
等
か
ら
の
持

込
み
に
つ
い
て
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
施
肥
設
計
は
、
窒
素
は
硝
酸
態
窒
素
、

リ
ン
酸
は
有
効
態
リ
ン
酸
、
カ
リ
は
交
換

性
カ
リ
濃
度
を
も
と
に
肥
料
の
種
類
や
施

肥
量
を
決
め
ま
す
。
肥
料
に
は
、
窒
素
、

リ
ン
酸
、
カ
リ
の
量
で
、
３
成
分
が
ほ
ぼ

お
な
じ
水
平
型
（
例
：
10
ー
10
ー
10
）、
リ

ン
酸
を
減
ら
し
た
Ｖ
型
（
例
：
10
ー
３
ー

10
）、
リ
ン
酸
と
カ
リ
を
減
ら
し
た
Ｌ
型

（
例
：
10
ー
３
ー
３
）
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
の

中
間
の
肥
料
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
肥
料
に
は
、
有
機
質
肥
料
や
苦
土
お

よ
び
微
量
要
素
等
を
配
合
し
た
肥
料
が
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
追
肥
等
の
施
肥
労
力
を
軽
減
す

る
た
め
、
追
肥
を
省
略
で
き
る
元
肥
一
発

肥
料
等
の
新
肥
料
の
利
用
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
新
肥
料
の
提
供
に
あ
っ
て
は
、

省
力
、
機
能
性
、
作
物
を
栽
培
し
易
い
、

降
雨
や
潅
水
の
影
響
等
で
栽
培
者
の
施
肥

技
術
の
差
が
小
さ
く
な
る
こ
と
等
の
技
術

面
に
加
え
、
肥
料
コ
ス
ト
が
従
来
品
と
同

等
程
度
に
な
る
よ
う
な
工
夫
も
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
肥
料
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
、

土
壌
診
断
結
果
を
反
映
し
、
対
象
作
物
や

や
栽
培
期
間
に
沿
っ
て
、
元
肥
＋
追
肥
や

周
年
栽
培
の
施
肥
設
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
作
物
の
安
定
生
産
を
持
続
す
る
に
は
堆

肥
の
施
用
は
極
め
て
大
切
で
す
。
近
年
の

土
壌
は
、
堆
肥
施
用
に
よ
る
養
分
過
剰
や

バ
ラ
ン
ス
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
は
前
に

述
べ
ま
し
た
が
、
堆
肥
か
ら
石
灰
が
多
く

持
ち
込
ま
れ
、石
灰
過
剰
の
原
因
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　
堆
肥
の
成
分
は
種
類
に
よ
っ
て
一
様
で

は
な
く
、
肥
料
成
分
の
多
い
堆
肥
や
少
な

い
堆
肥
が
あ
り
ま
す
。
本
来
は
堆
肥
の
成

分
を
考
慮
し
た
施
肥
や
種
類
を
選
ん
で
適

正
量
を
施
用
す
る
の
が
良
い
の
で
す
が
、

そ
れ
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
堆
肥
施
用

と
施
肥
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
全
農
お
お
い
た
で
は
、
県
内
に
流
通
す
る

堆
肥
を
毎
年
調
査
し
、
そ
の
成
分
を
公
表

し
て
い
ま
す
。
堆
肥
の
成
分
を
考
慮
し
、
堆

肥
と
リ
ン
酸
や
カ
リ
を
減
ら
し
た
Ｌ
型
肥

料
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
養
分
の
過
剰

集
積
を
軽
減
し
、
肥
料
コ
ス
ト
を
減
ら
す
こ

と
も
で
き
ま
す
。
処
方
箋
に
は
、
土
壌
診
断

結
果
を
反
映
し
、
堆
肥
施
用
を
前
提
に
し

た
施
肥
設
計
も
処
方
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
土
壌
診
断
は
、
土
壌
の
健
康
を
調
べ
る

有
効
な
方
法
で
あ
り
、
定
期
的
に
受
診
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
農
作
業
の
合

間
に
採
土
す
る
の
が
面
倒
だ
、
提
出
期
限

に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
、
土
壌
診
断
を
し
て

も
し
な
く
て
も
効
果
が
あ
ま
り
変
ら
な
い

等
の
理
由
で
受
診
し
て
い
な
い
と
い
う
話

も
聞
き
ま
す
。

　
診
断
料
金
に
つ
い
て
も
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
支

援
や
そ
の
他
支
援
制
度
を
利
用
す
る
と
、

安
価
に
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
採

土
の
手
間
や
料
金
を
考
慮
し
て
も
そ
れ
以

上
の
成
果
が
あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

（
イ
ラ
ス
ト
出
典｢

全
農
土
壌
診
断
ガ
イ
ド｣

）

土
壌
診
断
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

お
近
く
の
Ｊ
Ａ
　
又
は

全
農
お
お
い
た
土
壌
診
断
セ
ン
タ
ー

（
０
９
７
・
５
４
４
・
８
４
９
９
）
ま
で

特集１　土壌診断 土壌診断　特集１

果
樹
園
で
の
課
題

施
設
畑
で
の
課
題

水
田
で
の
課
題

堆
肥
施
用
と
施
肥

改
良
材
の
施
用
と
施
肥
設
計

全ての項目で不足 リン酸、石灰、カリが高いリン酸、石灰が過剰、苦土カリが低い

図4

図5

図6
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安
定
し
た
農
作
物
の
生
産
に
は
、
土
壌

の
状
態
を
正
確
に
把
握
し
、
適
正
な
施
肥

設
計
・
土
壌
管
理
を
行
う
こ
と
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
土
壌
の
状
態
を
知
る
方
法
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
る
の
が
、
人
の
健
康
診

断
を
参
考
に
土
の
健
康
度
を
評
価
す
る

「
土
壌
診
断
」
で
す
。
土
壌
診
断
を
行
う
こ

と
で
、
過
剰
な
養
分
は
減
ら
し
、
足
り
な

い
養
分
は
必
要
量
を
施
用
す
る
な
ど
適
正

な
施
肥
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
Ｊ

Ａ
全
農
お
お
い
た
営
農
支
援
検
査
セ
ン

タ
ー
（
土
壌
診
断
セ
ン
タ
ー
）
の
小
野 

忠 

参
与
（
農
学
博
士
）
に
「
土
壌
診
断
を
活

用
し
た
土
つ
く
り
」
に
つ
い
て
紹
介
し
て

も
ら
い
ま
す
。

　
全
農
お
お
い
た
で
は
、
年
間
約
３
千
点

の
土
壌
分
析
を
行
い
、
分
析
結
果
と
土
壌

改
良
の
方
法
や
施
肥
設
計
（
元
肥
＋
追
肥
）

を
わ
か
り
易
く
示
し
た
処
方
箋
を
農
家
に

提
供
し
て
い
ま
す
。
農
作
物
の
安
定
・
高

品
質
生
産
を
持
続
す
る
に
は
、
土
つ
く
り

が
大
切
で
す
が
、
そ
の
具
体
的
な
第
一
歩

を
示
す
の
が
、
土
壌
診
断
の
処
方
箋
で
す
。

　　
土
が
作
物
の
生
育
を
阻
害
し
な
い
で
健

全
に
育
つ
状
態
に
あ
る
こ
と
で
す
が
、
具

体
的
に
は
、①
作
物
の
根
を
支
え
る
深
く
柔

ら
か
い
土
で
あ
る
、②
適
度
に
水
分
（
保
水

性
）
や
空
気
を
保
ち
（
通
気
性
）、
排
水
が

良
い
（
透
水
性
）
等
の
物
理
性
が
良
い
。③

酸
性
や
ア
ル
カ
リ
性
に
偏
ら
な
い
で
作
物

に
必
要
な
養
分
を
適
度
に
含
む
等
の
化
学

性
が
良
い
。④
土
壌
病
害
の
発
生
が
な
い
こ

と
等
の
生
物
性
が
良
い
こ
と
で
す
。

　
土
の
総
合
的
な
生
産
力
を
地
力
と
呼
ぶ

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
物
理
性
、
化
学
性
、

生
物
性
の
そ
れ
ぞ
れ
を
良
好
に
保
ち
地
力

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
土
つ
く
り
で
す
。

排
水
が
悪
く
、
硬
い
等
の
物
理
性
が
不
良

な
土
に
、
上
等
の
肥
料
を
施
用
し
て
も
作

物
は
良
く
育
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、
堆
肥
を

沢
山
入
れ
て
ふ
わ
ふ
わ
で
、
ミ
ミ
ズ
が
居

る
よ
う
な
土
は
、
物
理
性
と
生
物
性
は
良

さ
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、
堆
肥
の
肥
料
分

が
土
の
中
で
過
剰
に
な
り
、
化
学
性
に
問

題
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
物
理
性
が

悪
い
場
合
は
、
外
観
で
、
あ
る
程
度
は
判

断
し
て
対
策
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
化
学
性
は
目
に
見
え
な
い
た
め
化
学

分
析
に
よ
る
土
壌
診
断
が
必
要
で
す
。

　
土
壌
診
断
で
は
８
〜
10
項
目
に
つ
い
て

診
断
を
行
い
ま
す
。
水
田
土
壌
で
は
、
畑

土
壌
の
項
目
に
有
効
態
ケ
イ
酸
、
遊
離
酸

化
鉄
や
全
窒
素
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　
土
の
酸
性
度
を
示
す
ｐ
Ｈ（
ペ
ー
ハ
ー
）

は
人
の
健
康
診
断
の
体
温
や
問
診
に
、Ｅ

Ｃ（
イ
ー
シ
ー
）
は
血
圧
に
例
え
ら
れ
、

塩
分
濃
度
の
指
標
で
、
土
で
は
肥
料
（
窒

素
）
濃
度
の
目
安
に
な
り
ま
す
。
こ
の
２

つ
の
項
目
で
も
、
土
の
健
康
や
異
常
を
推

定
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
多
く
の
作
物
の
ｐ
Ｈ
の
適
正
値
は
、
概

ね
６
〜
６･

５
の
弱
酸
性
域
に
あ
り
ま
す
。

作
物
が
必
要
と
す
る
養
分
を
バ
ラ
ン
ス
良

く
吸
収
す
る
に
は
ｐ
Ｈ
を
適
正
に
保
つ
必

要
が
あ
り
ま
す
。
酸
性
が
強
い
と
、
土
壌

微
生
物
の
活
性
が
弱
く
な
り
、
肥
料
や
有

機
物
の
分
解
に
も
影
響
し
ま
す
。

　
ｐ
Ｈ
を
調
べ
る
こ
と
で
、
石
灰
等
の
養

分
の
状
態
等
を
あ
る
程
度
は
推
定
で
き

ま
す
が
、ｐ
Ｈ
が
異
常
な
原
因
や
、
作
物

の
生
育
に
必
要
な
養
分
状
態
を
知
る
に

は
、
他
の
項
目
に
つ
い
て
も
診
断
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
調
査
項
目
そ
れ
ぞ
れ
に
適
正
値
が
決

め
ら
れ
て
お
り
、
適
正
値
か
ら
の
ず
れ

の
程
度
で
①
〜
⑤
の
判
定
を
行
っ
て
い

ま
す
。①
は
適
正
、②
は
や
や
多
い
か
少

な
い
で
注
意
に
と
ど
め
る
、③
は
黄
信
号

で
今
後
注
意
し
早
め
の
対
応
を
、④
は
橙

信
号
、⑤
は
赤
信
号
で
か
な
り
重
症
で
あ

る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

　
す
べ
て
の
項
目
を
適
正
に
維
持
す
る

こ
と
が
理
想
で
す
が
、
土
つ
く
り
や
施

肥
が
行
わ
れ
る
過
程
で
養
分
の
過
不
足

が
生
じ
、
診
断
す
る
と
④
や
⑤
判
定
の

重
症
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

処
方
箋
に
は
、
そ
の
原
因
と
対
策
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ピ
ー
マ
ン
土
壌
の
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー

ト
図
（
処
方
箋
記
載
）
を
み
る
と
、
全

体
的
に
養
分
が
不
足
し
て
い
る
土
、
項

目
に
よ
っ
て
過
不
足
が
見
ら
れ
る
土
、

全
項
目
に
つ
い
て
高
く
養
分
が
集
積
し
て

い
る
土
等
様
々
な
養
分
状
態
の
土
が
あ
り

ま
す
。
同
じ
農
家
で
は
圃
場
が
違
っ
て
も

図
の
特
徴
が
似
て
い
ま
す
が
、
別
の
農
家

と
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
あ
り
、
個
々

の
農
家
の
個
性
が
図
に
現
れ
ま
す
。
土
の

顔
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
ｐ
Ｈ
や
石
灰
に
つ
い
て
は
、
酸
性
が
強

く
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
長
年
、
石
灰
資

材
の
施
用
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
で

す
。
反
対
に
、
石
灰
を
毎
年
施
用
し
過
ぎ

た
り
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
石
灰
を
多
く

含
む
資
材
（
例
え
ば
、
石
灰
を
多
く
含
む

堆
肥
）
の
施
用
に
よ
っ
て
も
土
の
石
灰
が

多
く
な
り
ｐ
Ｈ
が
高
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。ｐ
Ｈ
が
高
く
な
る
と
微
量
要
素
の
吸

収
が
悪
く
な
り
、
作
物
体
内
の
マ
ン
ガ
ン

等
の
微
量
要
素
が
欠
乏
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
石
灰
が
適
正
で
も
光
合
成
に
必
要
な
葉

緑
素
の
構
成
成
分
で
あ
る
苦
土
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
Ｅ
Ｃ
は
、
硝
酸
態
窒
素
と
密
接
な
関
係

が
あ
り
、
主
に
窒
素
肥
料
の
量
の
目
安
に

な
り
ま
す
。
前
作
の
窒
素
肥
料
が
多
く

残
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
常
通

り
の
施
肥
を
行
っ
て
い
る
と
、
年
々
そ
の

濃
度
が
高
く
な
り
ま
す
。
濃
度
が
高
過
ぎ

る
と
根
に
障
害
が
で
ま
す
。
ま
た
、
窒
素

勝
り
で
生
育
旺
盛
に
な
り
、
作
物
が
減
収

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
有
効
態
リ
ン
酸
や
交
換
性
カ
リ
に
つ
い

て
は
、
リ
ン
酸
や
カ
リ
を
多
く
含
む
堆
肥

や
肥
料
の
多
量
施
用
が
原
因
で
過
剰
に
な

り
ま
す
。
特
に
施
設
土
壌
で
は
、
ほ
と
ん

ど
の
品
目
で
過
剰
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
リ
ン
酸
は
多
く
施
用
し
て
も
生
育
障
害

が
出
に
く
い
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
最

近
で
は
、
リ
ン
酸
過
剰
に
よ
る
生
育
障
害

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

土
壌
病
害
に
罹
り
や
す
く
な
る
こ
と
も
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
カ
リ
の
過
剰
は
苦
土
や
石
灰
の
吸
収
を

妨
げ
苦
土
欠
乏
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
堆

肥
を
施
用
し
て
い
な
い
圃
場
で
は
カ
リ
不

足
で
生
育
不
良
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
塩
基
飽
和
度
は
、
保
肥
力
の
指
標
で
あ

る
陽
イ
オ
ン
交
換
容
量
（
Ｃ
Ｅ
Ｃ：
シ
ー

イ
ー
シ
ー
）
に
占
め
る
交
換
性
石
灰
、
苦

土
と
カ
リ
の
当
量
数
（
ｍ
ｅ
）
の
合
計
の
％

で
す
が
、
適
正
値
よ
り
小
さ
く
酸
性
が
強

く
な
っ
て
い
る
場
合
や
、
適
正
値
よ
り
大

き
くｐ
Ｈ
が
高
く

な
っ
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
改

良
す
る
に
は
、
交

換
性
石
灰
、苦
土
、

カ
リ
の
飽
和
度

（
％
）
や
濃
度
が

適
正
に
な
る
よ
う

に
、
改
良
資
材
を

施
用
し
ま
す
。
過

剰
の
場
合
は
施
用

を
し
ば
ら
く
控
え

る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
塩
基
バ
ラ
ン
ス

（
石
灰
／
苦
土
比
、

苦
土
／
カ
リ
比
）

に
つ
い
て
は
、
石

灰
と
苦
土
と
カ
リ

が
互
い
に
競
合
し
合
い
（
拮
抗
作
用
）
互

い
の
養
分
が
吸
収
さ
れ
難
い
状
況
に
な
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
改
良
剤
の
施

用
や
施
肥
、
堆
肥
施
用
等
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
養
分
を
適
正
濃
度
に
管
理
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
特
に
カ
リ
の
適
正
化
が
重
要

で
す
。

　
果
樹
園
で
は
、
近
年
、
堆
肥
や
石
灰

を
施
用
し
て
い
な
い
園
が
多
く
、
表
土
、

下
層
土
と
も
に
酸
性
が
強
く
な
っ
て
い

る
事
例
が
み
ら
れ
ま
す
。
酸
性
が
強
い

場
合
は
、
石
灰
を
表
土
に
施
用
し
て
も
、

根
が
多
く
分
布
す
る
下
層
土
に
短
期
間

で
は
移
動
し
難
い
の
で
、
酸
性
が
強
く

な
ら
な
い
う
ち
に
定
期
的
に
土
壌
診
断

を
行
い
必
要
な
改
良
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
反
対
に
、
石
灰
が
過
剰
で
ｐ

Ｈ
が
高
く
な
る
と
微
量
要
素
欠
乏
が
懸

念
さ
れ
る
の
で
、
微
量
要
素
剤
の
施
用

や
葉
面
散
布
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
野
菜
、
花
、
果
樹
の
施
設
畑
で
は
、
一

年
中
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
わ
れ
雨
に
当
た
る
機

会
が
な
い
た
め
、
堆
肥
や
肥
料
か
ら
持
ち

込
ま
れ
た
肥
料
養
分
が
土
壌
に
溜
ま
り
続

け
、
表
土
か
ら
下
層
土
ま
で
多
く
蓄
積
し

て
い
ま
す
。
施
設
栽
培
は
、
収
益
性
が
高

い
こ
と
も
あ
っ
て
、
堆
肥
が
多
量
に
施
用

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
土
壌
の
養
分
過
剰

が
目
立
ち
ま
す
。
施
設
畑
で
は
堆
肥
の
肥

料
成
分
に
特
に
留
意
し
、
こ
れ
ま
で
使
っ

て
い
た
堆
肥
を
見
直
し
、
養
分
の
少
な
い

堆
肥
へ
の
切
り
換
え
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
水
田
で
は
、
水
稲
、
麦
お
よ
び
大
豆
の

栽
培
に
備
え
る
土
壌
診
断
を
行
い
ま
す
。

　
最
近
、
水
田
で
の
ケ
イ
酸
資
材
等
の
施

用
量
の
減
少
が
著
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
水
稲
は
10
㌃
当
た
り
約
１
０
０
㎏
の

多
量
の
ケ
イ
酸
を
吸
収
す
る
た
め
、
ケ
イ

酸
が
不
足
す
る
圃
場
で
は
ケ
イ
酸
資
材
の

施
用
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
、
飼
料
米
の
作
付
け
が
一
層
進
ん

で
い
き
ま
す
が
、
飼
料
米
は
ケ
イ
酸
の

収
奪
量
が
主
食
米
に
比
べ
て
多
く
、
土

壌
の
ケ
イ
酸
不
足
が
進
む
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
主
食
米
で
は
、
温
暖
化

の
影
響
で
乳
白
米
の
発
生
が
多
く
な
り
、

そ
の
原
因
に
土
壌
の
ケ
イ
酸
不
足
が
あ

り
ま
す
。

　
ケ
イ
酸
資
材
の
施
用
は
収
奪
さ
れ
た

ケ
イ
酸
を
補
う
と
と
も
に
、
水
稲
の
根

を
元
気
に
し
、
乳
白
米
の
発
生
を
軽
減

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
遊
離
酸
化

鉄
が
少
な
く
根
腐
れ
が
発
生
し
や
す
い

土
壌
で
は
、
根
腐
れ
を
防
止
す
る
効
果

の
あ
る
鉄
や
マ
ン
ガ
ン
を
含
む
ケ
イ
酸

資
材
の
施
用
が
有
効
で
す
。

　
土
壌
改
良
剤
に
つ
い
て
は
、
養
分
が
不

足
し
適
正
値
に
達
し
て
い
な
い
場
合
に
不

足
量
に
相
当
す
る
リ
ン
酸
資
材
、
石
灰
苦

土
資
材
、
苦
土
資
材
、
カ
リ
資
材
、
微
量

要
素
資
材
、
ケ
イ
酸
資
材
の
中
か
ら
、
最

適
な
改
良
剤
を
選
ん
で
施
用
量
を
処
方
し

ま
す
。
複
数
の
資
材
を
組
み
合
わ
せ
て
改

良
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
過
剰
の
場
合

は
無
施
用
と
し
、
今
後
、
石
灰
施
用
を
控

え
る
年
数
の
目
安
や
、
堆
肥
等
か
ら
の
持

込
み
に
つ
い
て
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
施
肥
設
計
は
、
窒
素
は
硝
酸
態
窒
素
、

リ
ン
酸
は
有
効
態
リ
ン
酸
、
カ
リ
は
交
換

性
カ
リ
濃
度
を
も
と
に
肥
料
の
種
類
や
施

肥
量
を
決
め
ま
す
。
肥
料
に
は
、
窒
素
、

リ
ン
酸
、
カ
リ
の
量
で
、
３
成
分
が
ほ
ぼ

お
な
じ
水
平
型
（
例
：
10
ー
10
ー
10
）、
リ

ン
酸
を
減
ら
し
た
Ｖ
型
（
例
：
10
ー
３
ー

10
）、
リ
ン
酸
と
カ
リ
を
減
ら
し
た
Ｌ
型

（
例
：
10
ー
３
ー
３
）
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
の

中
間
の
肥
料
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
肥
料
に
は
、
有
機
質
肥
料
や
苦
土
お

よ
び
微
量
要
素
等
を
配
合
し
た
肥
料
が
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
追
肥
等
の
施
肥
労
力
を
軽
減
す

る
た
め
、
追
肥
を
省
略
で
き
る
元
肥
一
発

肥
料
等
の
新
肥
料
の
利
用
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
新
肥
料
の
提
供
に
あ
っ
て
は
、

省
力
、
機
能
性
、
作
物
を
栽
培
し
易
い
、

降
雨
や
潅
水
の
影
響
等
で
栽
培
者
の
施
肥

技
術
の
差
が
小
さ
く
な
る
こ
と
等
の
技
術

面
に
加
え
、
肥
料
コ
ス
ト
が
従
来
品
と
同

等
程
度
に
な
る
よ
う
な
工
夫
も
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
肥
料
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
、

土
壌
診
断
結
果
を
反
映
し
、
対
象
作
物
や

や
栽
培
期
間
に
沿
っ
て
、
元
肥
＋
追
肥
や

周
年
栽
培
の
施
肥
設
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
作
物
の
安
定
生
産
を
持
続
す
る
に
は
堆

肥
の
施
用
は
極
め
て
大
切
で
す
。
近
年
の

土
壌
は
、
堆
肥
施
用
に
よ
る
養
分
過
剰
や

バ
ラ
ン
ス
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
は
前
に

述
べ
ま
し
た
が
、
堆
肥
か
ら
石
灰
が
多
く

持
ち
込
ま
れ
、石
灰
過
剰
の
原
因
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　
堆
肥
の
成
分
は
種
類
に
よ
っ
て
一
様
で

は
な
く
、
肥
料
成
分
の
多
い
堆
肥
や
少
な

い
堆
肥
が
あ
り
ま
す
。
本
来
は
堆
肥
の
成

分
を
考
慮
し
た
施
肥
や
種
類
を
選
ん
で
適

正
量
を
施
用
す
る
の
が
良
い
の
で
す
が
、

そ
れ
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
堆
肥
施
用

と
施
肥
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
全
農
お
お
い
た
で
は
、
県
内
に
流
通
す
る

堆
肥
を
毎
年
調
査
し
、
そ
の
成
分
を
公
表

し
て
い
ま
す
。
堆
肥
の
成
分
を
考
慮
し
、
堆

肥
と
リ
ン
酸
や
カ
リ
を
減
ら
し
た
Ｌ
型
肥

料
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
養
分
の
過
剰

集
積
を
軽
減
し
、
肥
料
コ
ス
ト
を
減
ら
す
こ

と
も
で
き
ま
す
。
処
方
箋
に
は
、
土
壌
診
断

結
果
を
反
映
し
、
堆
肥
施
用
を
前
提
に
し

た
施
肥
設
計
も
処
方
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
土
壌
診
断
は
、
土
壌
の
健
康
を
調
べ
る

有
効
な
方
法
で
あ
り
、
定
期
的
に
受
診
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
農
作
業
の
合

間
に
採
土
す
る
の
が
面
倒
だ
、
提
出
期
限

に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
、
土
壌
診
断
を
し
て

も
し
な
く
て
も
効
果
が
あ
ま
り
変
ら
な
い

等
の
理
由
で
受
診
し
て
い
な
い
と
い
う
話

も
聞
き
ま
す
。

　
診
断
料
金
に
つ
い
て
も
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
支

援
や
そ
の
他
支
援
制
度
を
利
用
す
る
と
、

安
価
に
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
採

土
の
手
間
や
料
金
を
考
慮
し
て
も
そ
れ
以

上
の
成
果
が
あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

（
イ
ラ
ス
ト
出
典｢

全
農
土
壌
診
断
ガ
イ
ド｣

）

土
壌
診
断
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

お
近
く
の
Ｊ
Ａ
　
又
は

全
農
お
お
い
た
土
壌
診
断
セ
ン
タ
ー

（
０
９
７
・
５
４
４
・
８
４
９
９
）
ま
で先

せ
合
問
お
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・
所
支

土壌診断　特集１

最
後
に

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
で
は
、

生
産
部
会
に
所
属
す
る
園
芸
施

設
共
済
ま
た
は
果
樹
共
済
の
加

入
者
を
対
象
に
、
土
壌
診
断
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
産
部
会
ご
と
に
土
壌

診
断
報
告
会
を
開
催
し
、
農
薬
・

化
学
肥
料
等
の
負
荷
軽
減
を
目

指
し
た
肥
料
設
計
等
を
ご
提
案

し
て
い
ま
す
。

●
お
申
込
み
方
法

生
産
部
会
単
位
で
、
最
寄
り

の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

（
所
属
す
る
生
産
部
会
の
な

い
場
合
等
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
）

●
助
成
額

１
点
に
つ
き
、
１
，
４
０
０

円
を
上
限
に
一
般
分
析
診
断

料
（
税
抜
）の
７
割
を
助
成

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
特
殊

分
析
等
の
追
加
料
金
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

土壌診断料助成のごあんない園芸施設共済・果樹共済対象

①貸付希望者（出し手）から、機構が農地を借
り受けます。

②借受希望者（受け手）がまとまった形で農地
を利用できるよう、配慮して貸し付けます。

③必要に応じて、狭地なおし等、農地の利用条
件を改善します。

公益社団法人大分県農業農村振興公社

○農地集積担い手交付金／担い手が、連たんした農
地を利用権設定によって新たに集積して規模拡大し
た場合、10ａ当たり２万円が交付されます。

◆募集区域／県内全域
◆応募方法／◎市町村農政担当課お
よび下記公社ホームページで申請書
を配布しています。◎申請書を市町村
農政担当課または同公社に提出して
ください。◎同公社では、押印済み申
請書の PDF ファイルを電子メールで
も受け付けます。

※この交付金は中間管理事業による貸借権設定の他、
農業経営基盤強化法に基づく利用権設定でも交付さ
れます。

農業の効率化、地域農地の保全のため、農地中間管理事業の積極的な活用をお願いします。

（県新規事業）

➡

➡

○経営転換協力金／経営部門の縮小による集中化に
よって経営発展を図る農家の縮小部門の自作地、又
はリタイアする農家及び農地の相続人で農業経営を
行わない自作地を、すべて機構に貸し付けた場合、
１戸当たり 30 ～ 70 万円が交付されます。

○耕作者集積協力金／受け手の自宅及び経営農地の
隣接農地等又は連たんした農地を機構に貸し付けた
場合、その時点での耕作者に 10ａ当たり２万円（平
成 27 年度）が交付されます。

※10ａ未満の自給用の農地の耕作は継続できます。

出し手にも支援制度があります！

➡
➡

○地域集積協力金／人・農地プランのエリア内で、地域の
話し合いによって、一定割合以上の農地を機構に貸し付け
た地域に対して、貸付け割合と面積に応じて交付されます。

さらに、地域への支援制度もあります！各市町村農政担当課　または
公益社団法人大分県農業農村振興公社
電話（097）535-0400 HP:http//onk.oita.jp
E-Mail:nouchi-03@onk.oita.jp

●お問い合わせ

第４回公募は11月２日（月）から12月１日（火）まで

農地借受希望者を公募中！
農地中間管理事業で規模拡大しませんか？

貸付希望者
大分県農地中間

管理機構

まずは、市町村に
ご相談ください。

大分県農林水産部 農地農振室 TEL097-506-3544

借受希望者

NewNew
受け手への支援制度を新設しました！
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昨
年
２
月
の
豪
雪
に
よ
り
、
施
設
園
芸

を
中
心
に
県
内
で
も
大
き
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
雪
害
対
策
で
重
要
な
の
は
、

十
分
な
事
前
の
対
策
と
、
降
雪
後
に
は
複

数
人
で
作
業
す
る
な
ど
安
全
に
注
意
し
て

作
業
を
行
う
こ
と
で
す
。

　

今
回
は
、
生
産
者
自
身
が
安
価
に
で
き

る
事
前
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

施
設
の
対
策

１①
ハ
ウ
ス
の
構
造
と

　
倒
壊
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
天
井
部
の
接
合
方
法

は
、
通
常
は
ジ
ョ
イ
ン
ト
方
式
又
は
ス
エ
ッ

ジ
方
式
の
２
種
類
で
す
。
ス
エ
ッ
ジ
方
式
の

屋
根
形
状
は
扁
平
な
形
と
な
り
強
度
が
低

下
す
る
の
で
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
方
式
の
方
が
雪

害
に
は
強
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
パ
イ
プ

は
径
が
太
く
な
る
程
強
く
な
り
、
例
え
ば
、

32
㎜
径
の
パ
イ
プ
で
は
25
㎜
径
の
約
２
倍

の
強
度
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

積
雪
に
よ
る
荷
重
及
び
パ
イ
プ
の
変
形

に
関
す
る
実
験
に
よ
る
と
パ
イ
プ
の
ひ
ず

み
は
、
ハ
ウ
ス
肩
部
、
屋
根
中
央
部
、
天

井
の
順
で
あ
り
、
肩
部
で
は
外
側
方
向
に
、

屋
根
中
央
部
で
は
内
側
方
向
に
起
こ
り
ま

す
。
中
央
の
み
の
崩
壊
で
は
、
ど
ち
ら
か

が
先
に
曲
が
り
そ
れ
に
つ
ら
れ
て
、
中
央

部
か
ら
反
対
側
が
倒
壊
す
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

②
ハ
ウ
ス
の
補
強
方
法

　

中
柱
に
よ
る
支
柱
の
補
強
は
、
応
急
的

な
補
強
手
段
と
し
て
有
効
で
す
。
そ
の
た

め
、
予
め
利
用
し
や
す
い
場
所
に
竹
や
丸

太
な
ど
の
資
材
を
整
備
・
保
管
し
て
お
く

と
便
利
で
す
。
中
柱
は
３
～
４
ｍ
程
度
の

間
隔
で
取
り
付
け
て
い
き
ま
す
（
写
真
１
）。

雪
の
重
み
で
支
柱
が
土
中
に
沈
み
込
み
バ

ラ
ン
ス
を
崩
し
て
倒
壊
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
支
柱
の
下
に
は
必
ず
板
や
ブ

ロ
ッ
ク
な
ど
の
台
石
を
敷
き
ま
す
。
竹
は

長
期
保
管
し
て
い
る
と
裂
け
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
節
間
で
切
っ
た
竹

は
裂
け
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
節
の
近

く
で
切
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

支
柱
の
み
の
補
強
で
は
雪
が
屋
根
中
央

部
の
左
右
ど
ち
ら
か
が
、
重
た
く
な
る
と

横
の
肩
部
の
動
き
を
補
強
し
な
い
と
傾
い

て
倒
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
太
い
直
管
や
丸

太
で
橫
梁
を
補
強
す
る
（
写
真
２
）
の
は
、

有
効
な
対
策
と
な
り
ま
す
が
、
直
接
穴
を

空
け
て
ボ
ル
ト
で
止
め
な
い
と
左
右
に
ず

れ
て
倒
壊
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
直
管

や
丸
太
で
橫
梁
を
補
強
す
る
場
合
に
は
、

（
写
真
３
）
の
よ
う
に
ボ
ル
ト
で
し
っ
か
り

と
止
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

施
設
園
芸
に
お
け
る

雪
害
対
策

特集２　雪害対策

写真 1　竹支柱による補強

写真２　丸太による横梁の補強
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特集２　雪害対策

　

パ
イ
プ
の
径
を
太
い
も
の
に
交
換
す
る

と
強
度
は
向
上
し
ま
す
が
、
全
て
を
太
い

パ
イ
プ
に
交
換
す
る
の
は
費
用
が
か
さ
ん

で
し
ま
い
ま
す
。
数
本
に
１
本
の
割
合
で

の
交
換
も
一
定
の
強
度
向
上
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　
そ
の
他
に
も
補
強
方
法
の
横
梁
の
設
置
、

①
タ
イ
バ
ー（
Ｔ
型
）の
取
り
付
け
、②
ア
ー

チ
パ
イ
プ
の
追
加
、
③
直
管
の
追
加
、
④

定
着
杭
の
設
置
、
⑤
筋
交
い
の
設
置
が
補

強
に
効
果
的
で
す
が
、
筋
交
い
は
妻
面
か

ら
の
倒
壊
防
止
の
方
が
効
果
的
で
す
の
で
、

①
か
ら
④
を
優
先
し
ま
す
。

③
事
前
対
策

　
最
新
の
気
象
情
報
、
警
報
、
注
意
報
等

に
注
意
し
、
降
雪
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に

は
、
屋
根
被
覆
資
材
の
表
面
に
雪
の
滑
落

を
妨
げ
る
よ
う
な
資
材
等
が
な
い
か
を
事

前
に
点
検
し
除
去
し
ま
す
。
害
虫
対
策
用

の
ネ
ッ
ト
な
ど
も
必
ず
外
し
て
お
き
ま
す
。

　

施
設
の
場
合
は
、
年
１
回
被
覆
を
除
去

し
て
、
雨
水
に
当
て
る
こ
と
で
土
壌
環
境

が
良
く
な
り
ま
す
の
で
、
雪
害
対
策
と
し

て
だ
け
で
は
な
く
、
被
覆
を
除
去
す
る
こ

と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。
夏
秋
型
単
棟
ハ

ウ
ス
で
は
、
作
付
け
の
な
い
ハ
ウ
ス
の
ビ

ニ
ー
ル
は
早
め
に
収
納
す
る
か
、
全
て
の
ビ

ニ
ー
ル
の
収
納
が
難
し
い
場
合
に
は
、
天

井
部
に
結
び
つ
け
て
お
き
ま
す
。
た
だ
し
、

端
を
上
手
く
ま
と
め
て
お
か
な
い
と
、
そ
こ

に
雪
が
積
も
り
、
潰
れ
て
し
ま
う
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

夜
間
の
降
雪
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
事

前
に
強
制
暖
房
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
内
張

を
外
し
て
直
接
、
天
井
ビ
ニ
ー
ル
に
暖
か
い

空
気
が
十
分
行
き
届
く
よ
う
に
加
温
し
ま

す
。
固
定
式
の
暖
房
機
の
場
合
、
設
定
温

度
は
最
低
10
℃
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
以
上
の
温
度
に
設
定

し
た
方
が
効
果
は
高
く
な
り
ま
す
が
、
燃

料
が
な
く
な
り
数
日
間
の
降
雪
に
耐
え
ら

れ
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
ま
す
。
ま
た
、
事
前
に
燃
油
量
を
確

認
す
る
と
と
も
に
暖
房
機
や
電
源
、
配
線

等
に
つ
い
て
も
正
常
に
機
能
す
る
か
確
認

し
ま
す
。
豪
雪
の
場
合
に
は
停
電
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
補
助
暖
房
や
緊
急

補
強
対
策
も
考
慮
し
て
お
き
ま
す
。

　
④
積
雪
後
の
対
策

　

雪
が
積
も
っ
た
ら
、
ビ
ニ
ー
ル
が
雪
で

た
る
み
、
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
に
繋
が
ら
な
い
よ

う
、速
や
か
に
雪
降
ろ
し
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

そ
の
際
、
天
井
部
の
片
側
だ
け
を
除
雪
す

る
と
、
積
雪
の
偏
り
に
よ
り
逆
に
倒
壊
の

危
険
性
が
増
し
ま
す
の
で
、
両
側
を
均
等

に
除
雪
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
多
量
に

積
雪
し
て
し
ま
い
、
倒
壊
す
る
恐
れ
の
あ

る
と
き
に
は
非
常
に
危
険
で
す
の
で
、
施

設
に
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

　

お
わ
り
に

２

　

　

積
雪
時
だ
け
で
は
な
く
、
積
雪
後
に
み

ぞ
れ
や
降
雨
に
変
わ
る
場
合
に
も
ハ
ウ
ス

が
倒
壊
す
る
危
険
性
は
高
ま
り
ま
す
。
天

気
予
報
に
注
意
し
、
降
り
始
め
る
前
に
対

策
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

積
雪
時
の
作
業
は
危
険
が
伴
い
ま
す
。

昨
年
の
豪
雪
で
は
、
ハ
ウ
ス
に
積
も
っ
た
雪

を
除
く
作
業
に
向
か
う
途
中
、ト
ラ
ク
タ
ー

が
転
倒
し
、
尊
い
命
が
失
わ
れ
る
と
い
う

痛
ま
し
い
事
故
も
発
生
し
ま
し
た
。
人
命

優
先
で
、
必
ず
複
数
人
で
作
業
す
る
な
ど

の
、
安
全
対
策
を
と
っ
て
作
業
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
大
分
県
農
林
水
産
部  

研
究
普
及
課

写真３　ボルトによる丸太の固定

積雪時の作業、まずは安全対策から！

①�ヘルメットをかぶり、滑りにくい靴を
履き、転倒に注意します。
②�降雪時に見回りをするときには、安全
に注意し必ず複数人で行います。
③�積雪により倒壊する恐れのある施設に
は、決して立ち入らないようにしま
しょう。
④�雪降ろし等を行う際には複数人で作業
を行い、転落しないように注意しましょ
う。
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県
内
全
域
で
ハ
ウ
ス
被
害

　
８
月
25
日
の
台
風
15
号
で
は
、
県
内
全

域
で
園
芸
施
設
や
果
樹
な
ど
の
被
害
が
多

数
発
生
し
ま
し
た
。
園
芸
施
設
で
は
、
被

覆
材
の
破
損
の
ほ
か
、
一
部
施
設
で
は
本
体

の
倒
壊
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
で
は
、
台
風
が
抜

け
た
８
月
25
日
午
後
よ
り
現
地
の
見
回
り

や
電
話
連
絡
な
ど
被
害
確
認
お
よ
び
損
害

評
価
を
開
始
し
ま
し
た
。
９
月
25
日
ま
で

に
９
２
６
棟
に
約
５
１
３
８
万
円
の
共
済

金
を
お
支
払
い
し
ま
し
た
。

　

昨
年
２
月
の
大
雪
被
害
を
受
け
、
今
年

２
月
、
自
然
災
害
な
ど
に
よ
り
被
災
し
た

園
芸
施
設
を
再
建
し
、
速
や
か
に
農
業
経

営
の
継
続
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
園
芸
施
設

共
済
の
補
償
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
冬
季

の
雪
害
や
春
先
の
突
風
な
ど
に
備
え
て
、

園
芸
施
設
共
済
へ
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま

す
。

新
制
度
、こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

○
時
価
ベ
ー
ス
の
補
償
が
拡
充

１
．  

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
耐
用
年
数
が
５
年
か

ら
10
年
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

２
．  

施
設
本
体
と
附
帯
施
設
の
耐
用
年
数

経
過
後
の
時
価
現
有
率
が
20
％
か
ら

50
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

○
復
旧
費
用
が
新
設

　
時
価
ベ
ー
ス
の
補
償
の
拡
充
に
加
え
て
、

加
入
を
選
択
で
き
る
復
旧
費
用
の
補
償
が

加
わ
り
、
更
に
大
き
な
補
償
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

耐
用
年
数
内
の
共
済
価
額
は
再
建
築

価
額
の
1
０
０
％
（
最
高
の
補
償
水
準
は

80
％
）
ま
で
、
耐
用
年
数
経
過
後
は
75
％

（
同
60
％
）
ま
で
を
農
家
の
選
択
で
上
乗
せ

で
き
ま
す
（
復
旧
費
用
イ
メ
ー
ジ
図
）。

○
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
も
撤
去
費
用
の
対
象
に

　
こ
れ
ま
で
撤
去
費
用
の
対
象
と
な
っ
て

い
な
か
っ
た
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
も
撤
去
費
用
の

補
償
対
象
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

撤
去
費
用
は
、
ハ
ウ
ス
が
半
壊
（
損
害

割
合
50
％
）
を
超
え
る
場
合
、
ま
た
は
撤

去
に
１
０
０
万
円
を
超
え
る
経
費
が
か
か

っ
た
場
合
に
支
払
い
対
象
と
な
り
ま
す
。

台
風
15
号

補
償
内
容
が
充
実

園
芸
施
設
共
済0

20

40

60

80

100
（%） 復旧費用イメージ図（パイプハウス）

評価額
100%

新築 ３年後 6年後 9年後 10年以上

評価額
85%
（時価）

評価額
15%

（追加分）

評価額
70%
（時価）

評価額
30%

（追加分）

評価額
55%
（時価）

評価額
45%

（追加分）

評価額
50%
（時価）

評価額
25%

（追加分）

耐用年数内 耐用年数経過

補償金額と掛金は？

農家負担共済掛金
補償額（共済金額） 掛  金  率 5   割

賦　　課　　金

加入者が負担
する掛金等

＝

補償する金額（共済金額）

共済価額

補 償 割 合

標　準
施設本体・被覆材の時価額

（60％～80％で選択）
附帯施設の時価額
施設内農作物の価額
撤去費用の価額
復旧費用の価額

オプション

額
金
済
共

×＝

※掛金は過去の被害率によって農家ごと及び施設
の構造・型式・被覆物により異なります。

掛金の半分を国が負担します！！

※ 掛金率は過去の被害率によって農家ごと、施
設の構造などにより異なります。

※ 復旧費用の掛金については、全額加入者の負
担となります。

詳しくは最寄りの支所・出張所にお問い合わせくだ
さい。

倒壊したパイプハウス（玖珠町、８月 25日）
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～麦の「災害収入方式」で経営安定を～
麦は天候被害を受けやすく、収量の減少幅は小さくても品質の低下を引き起こす場合があります。災害収入
方式は、減収に加え、品質の低下による生産金額 ( 収入 ) の減少も補てんの対象としています。

麦共済の引受けが始まります

9割補償で安心の農業経営をサポートします

共済掛金には国からの助成があります

共済金の算定が見直されました

　災害収入方式では農家ごとに過去の出荷数量等の実績をも
とに規格別の収穫量を算出し、規格ごとの契約価格と引受面
積を乗じて「基準生産金額」を算定します。この「基準生産
金額」に農家の選択した割合（９割～６割）によって「共済
金額」（お支払いする共済金の限度額）が決まります。
　安心の農業経営に向けて９割補償でのご加入をお勧め
しています。

　28年産から共済掛金は、共済金額×共済掛金率×個人ごとの危険段階で算出されます。
　共済掛金は、国と加入農家で負担しますが、国がおおむね 5 割を負担しています。 

　27年産から数量払の内金として支払われる営農継続支払
は、当年産の作付面積に応じて交付されることから、営農継
続支払額は当年産の収入に含めることになりました。

【例】基準生産金額が33,860円 /10㌃での農家の選択した割合が90％の場合�
	 [ 共済金額（10㌃）]	＝	[ 基準生産金額（10㌃）]	×	 [ 選択割合 ]
	 30,474 円	 ＝	 33,860 円	 ×	 90％
※規格別単価は説明用のもので実際の単価とは異なります。

共済金＝共済金額－（販売収入＋交付金（数量払及び営農継続支払））

その他ご加入の条件など詳細は最寄りの支所または出張所へお問い合わせください。

Bランク
1等　220㎏

選択割合
9割～6割

補てん対象外
共
済
限
度
額（
最
高
補
償
額
）

Bランク
2等　40㎏

Bランク

規格外A　20㎏ 規格外A　14円

２等　108円

Bランク
１等　133円

× ＝

規格別単価
（民間流通価格）

基準生産金額
33,860円

10a当たり
平均出荷量280㎏

平成28年度農学部学生募集

募集定員

試験期日

出願期間

　次代のニーズに対応した優れた農業の担い手
及び農村地域の指導者等を養成するため、学生
を次により募集します。

北海道随一
の名湯

登別温泉
朝ドラ「マ

ッサン」の
舞台

余市ニッカウヰ
スキー工場 歴史と文化

のあふれる

港町小樽
北の都“札

幌”で

かに３種食べ
放題

60名
（��短大 2卒資格、専門士（農
業過程）、大分県農業士）

農学部
・総合農産科
・総合畜産科

・農学部：一般入試　平成28年１月13日（水）
年齢制限はありません。

・農学部：一般入試　��平成27年12月１日（火）～
12月26日（土）

〒879-7111　大分県豊後大野市三重町赤嶺2328-1

大分県立農業大学校
教務・学生課（植木・古荘）

Tel：0974-22-7581　Fax：0974-22-6387
ホームページURL :�http://www.pref.oita.jp/site/140/
E -ma i l :�a15230@pref.oita.lg.jp

NOSAI 組合員の皆様へ
第18回 NOSAIふれあいの旅

2015収穫祭

温泉とグルメの北海道３日間の旅

●出発日
第１班　平成27年11月24日（火）～26日（木）�３日間
第２班　平成27年12月１日（火）～３日（木）�３日間

●旅行申込締切日　平成27年11月６日（金）

●旅行代金　　　　88,800 円

東部 支 所　TEL�0978-63-4466
中西部支所　TEL�0973-72-3409
南 部 支 所　TEL�0974-22-3330
北 部 支 所　TEL�0978-32-1307

旅行
取扱

旅行
企画

観光庁長官登録旅行業第55号(一社)日本旅行業協会正会員 観光庁長官登録旅行業第1549号(一社)日本旅行業協会正会員

補償金額

収入

共済金

営農継続支払
販売収入

販売収入+数量払

収量
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ど
う
し
て
い
ま
す
か
？
子
牛
の
去
勢

　

子
牛
の
去
勢
方
法
は
大
き
く
２
つ
の
方
法

に
分
か
れ
ま
す
。

　

１
つ
は
、
器
具
を
使
っ
て
精
巣
に
つ
な
が

る
血
管
な
ど
を
潰
し
て
去
勢
す
る
「
無
血
去

勢
法
」
で
す
。
長
期
間
痛
み
が
続
い
た
り
、

ま
れ
に
精
巣
が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

簡
易
で
あ
る
た
め
に
、
昔
か
ら
多
く
行
わ
れ

て
き
た
方
法
で
す
。

　

も
う
１
つ
は
、
皮
膚
を
切
開
し
精
巣
を
直

接
取
り
除
い
て
去
勢
す
る
「
観
血
去
勢
法
」

で
す
。
確
実
に
去
勢
が
で
き
、
ま
た
麻
酔
の

使
用
に
よ
り
痛
み
も
軽
減
さ
れ
、
動
物
福

祉
の
観
点
か
ら
も
増
え
て
き
て
い
る
方
法
で

す
。

　
現
在
の
主
流
は
「
観
血
去
勢
法
」

　

当
診
療
所
が
九
州
各
県
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
診

療
所
や
開
業
獣
医
師
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
県
内
で
は
去
勢
の
半
数

以
上
が
無
血
去
勢
法
で
行
わ
れ
て
お
り
、
反

対
に
九
州
全
体
で
は
約
８
割
で
観
血
去
勢
法

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
）
。

　

無
血
去
勢
法
は
観
血
去
勢
法
に
比
べ
簡
易

で
す
が
、
痛
み
が
長
期
間
残
る
こ
と
か
ら
暫

く
子
牛
の
食
欲
が
低
下
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
場
に
出
す
子
牛
が
確
実
に
去

勢
さ
れ
て
い
な
い
と
ク
レ
ー
ム
の
対
象
に
な

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
当
診

療
所
で
は
以
前
ご
紹
介
し
た
捻
転
去
勢
器
を

用
い
て
の
「
観
血
去
勢
法
」
を
お
勧
め
し
て

い
ま
す
。

■
電
子
マ
ネ
ー
に
よ
る
被
害
が
増
加

　

県
内
で
は｢

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
等
の
料

金
未
納｣

｢

退
会
料
金
の
支
払
い｣

な
ど

の
名
目
で
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な

ど
で
電
子
マ
ネ
ー
※
１
（
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
※
２
）
を
購
入
さ
せ
、
そ
の
Ｉ
Ｄ

（
カ
ー
ド
番
号
）
な
ど
を
電
話
や
メ
ー
ル
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
知
ら
せ
る
よ
う
要
求
し

て
、
そ
の
カ
ー
ド
の
額
面
分
の
お
金
（
利

用
権
）
を
だ
ま
し
取
る
手
口
の
被
害
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

※
１　

電
子
マ
ネ
ー
と
は
…
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
取
引
等
に
利
用
さ
れ
る
も
の
で
、

Ｖ
プ
リ
カ	

・
ア
マ
ゾ
ン
ギ
フ
ト
券
・
バ

ニ
ラ
Ｖ
ｉ
ｓ
ａ
オ
ン
ラ
イ
ン
等
の
プ
リ
ペ

イ
ド
カ
ー
ド
の
こ
と
を
い
う
。

※
２　

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
と
は
…
現
金

を
前
払
い
し
て
購
入
し
た
カ
ー
ド
の
こ

と
。
前
払
い
し
た
金
額
分
の
商
品
を
購
入

し
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

■
こ
ん
な
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す

　
『
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
料
金
が
未
納
』

と
言
い
、
お
金
を
騙
し
取
る
手
口

①	

携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
で
「
ア
ダ
ル
ト
サ

イ
ト
未
納
」と
い
う
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

②	

驚
い
て
電
話
を
し
た
ら
、
弁
護
士
と

称
す
る
人
が
出
て
、
30
万
円
を
請
求

さ
れ
た
。

③	

コ
ン
ビ
ニ
で
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を

購
入
し
、
Ｉ
Ｄ
（
カ
ー
ド
の
番
号
）

を
送
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
、
指
示
通

り
に
店
頭
で
販
売
さ
れ
て
い
た
プ
リ

ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
30
万
円
分
買
い
、

携
帯
電
話
で
Ｉ
Ｄ
（
カ
ー
ド
の
番
号
）

を
撮
っ
て
メ
ー
ル
で
送
っ
た
。

④	

そ
の
後
も
「
示
談
金
が
必
要
だ
」
と

次
々
に
支
払
い
を
求
め
ら
れ
、
裁
判

に
な
っ
た
ら
困
る
と
思
い
、
そ
の
度

に
カ
ー
ド
を
買
っ
て
写
真
を
送
っ
た
。

■
詐
欺
に
あ
わ
な
い
た
め
の
対
策

１
．
覚
え
の
な
い
請
求
等
に
簡
単
に
返

信
し
た
り
、
連
絡
し
な
い
。
請
求

相
手
に
あ
わ
て
て
連
絡
す
る
前
に
、

警
察
等
に
相
談
を
し
て
下
さ
い
。

２
．
他
人
か
ら
言
わ
れ
て
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
を
購
入
し
た
り
、
カ
ー
ド
番

号
を
教
え
な
い
。

３
．
早
急
に
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
発

行
会
社
に
連
絡
す
る
。
犯
人
か
ら

使
わ
れ
る
前
に
使
用
の
停
止
が
可

能
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

電
子
マ
ネ
ー
で
支
払
わ
せ
る
特
殊
詐
欺
に
注
意
を

　
　
サ
イ
ト
の
利
用
料
・
退
会
手
続
料
な
ど
の
名
目
で
請
求
が
増
加

大分県警察本部
生活安全部生活安全企画課
安全・安心まちづくり推進室

後
ご と う

藤久
ひさのり

典 室長

安全・安心な地域づくり

診療所だより
牛
へ
の
負
担
を
減
ら
し

　
　
　
確
実
な
去
勢
を

観血去勢法の様子

中西部支所家畜診療所
獣医師

大
おおこし

越　弘
ひ ろ と

人

家
畜
診
療
所
で
は
、
診
療
の
ほ
か
飼
養
・

衛
生
管
理
の
ご
相
談
な
ど
も
承
っ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

玖
珠
：
０
９
７
３  - 

７
２  - 

３
４
０
９

三
重
：
０
９
７
４  - 

２
２  - 

６
４
７
１

竹
田
：
０
９
７
４  - 

６
３  - 

２
９
０
１

0%

20%

40%

60%

80%

100%

10%

30%

50%

70%

90%

九州

■無血法
■観血法

大分

九州全体と大分県での
去勢方法の比較

相
手
に
Ｉ
Ｄ
（
カ
ー
ド
番
号
）
を
教
え

る
こ
と
は
、
カ
ー
ド
の
金
額
を
渡
す
こ

と
と
同
じ
で
す
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東部支所（国東市国東町）

石
いしまる

丸　浩
こういち

一さん（60）
担当戸数　９戸

南部支所（臼杵市左津留）

伊
いばやし

林　輝
て る じ

治さん（68）
担当戸数　14 戸

中西部支所（由布市庄内町）

山
やまぐち

口　俊
としゆき

幸さん（62）
担当戸数　６戸

北部支所（中津市山国町）

原
はら

　　和
かずあき

昭さん（67）
担当戸数　10 戸

　

私
の
住
む
原は

る

地
区
は
、
市
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
農
地
は
圃
場
整
備
さ
れ
て
お
り
水
稲
・
麦
・

大
豆
を
中
心
に
栽
培
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
他

の
地
区
同
様
に
高
齢
化
と
耕
作
者
の
減
少
が
加
速

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
中
に
お
い
て
地

区
内
の
農
事
法
人
と
専
業
農
家
で
あ
る
私
た
ち
が

力
を
合
わ
せ
て
農
地
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

今
一
番
困
っ
て
い
る
の
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の

被
害
で
す
。
イ
ノ
シ
シ
対
策
と
し
て
６
年
前
に
柵

を
設
置
し
た
の
で
す
が
、
シ
カ
は
柵
を
飛
び
超
え

て
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
大
豆
は
20
セ
ン
チ
位
に

成
長
し
た
頃
に
新
芽
を
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い
、
一

夜
に
し
て
か
な
り
の
面
積
が
被
害
に
あ
い
ま
す
。

　

今
後
、
さ
ら
に
高
さ
の
あ
る
柵
を
設
置
す
る
か
、

獣
害
被
害
を
受
け
に
く
い
作
物
に
転
換
す
る
か
検

討
協
議
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

農
家
と
し
て
、
共
済
部
長
と
し
て
も
、
地
区
の

た
め
加
勢
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
大
阪
の
会
社
を
早
期
退
職
し
、
臼
杵
市
に

来
て
13
年
に
な
り
ま
す
。
当
初
、
カ
ボ
ス
園
地
70

ア
ー
ル
を
借
り
て
栽
培
を
始
め
、
今
は
20
ア
ー
ル
で

栽
培
し
て
い
ま
す
。
６
年
前
か
ら
水
稲
を
作
り
始

め
、
去
年
か
ら
45
ア
ー
ル
作
付
し
て
い
ま
す
。
農
業

が
や
り
た
く
て
臼
杵
に
来
た
の
で
、
今
は
満
足
し
て

い
ま
す
。
趣
味
の
釣
り
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

共
済
部
長
は
４
年
目
で
す
。
水
稲
の
耕
作
者
と

し
て
は
初
心
者
み
た
い
な
も
の
で
す
が
、
３
年
前

か
ら
地
区
の
水
田
の
水
管
理
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
稲
が
倒
れ
て
、
刈
り
取
り
が
大
変
で
し
た
。

当
地
区
で
も
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
見
ら
れ

ま
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
電
柵
補
助
は
今
後
も
継
続

し
て
も
ら
え
る
と
助
か
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
共
同
作
業
や
集
落
営
農
な
ど
で

農
地
の
保
全
に
努
め
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

農
業
も
共
済
部
長
も
ま
だ
勉
強
中
で
す
が
、
少
し

で
も
地
域
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
中
山
間
に
位
置
す
る
庄
内
町
阿
蘇
野
地
区

で
共
済
部
長
を
務
め
て
今
年
で
２
期
６
年
目
に
な

り
ま
す
。
地
元
で
新
聞
販
売
店
を
営
み
な
が
ら
ひ

と
め
ぼ
れ
を
約
20
ア
ー
ル
耕
作
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
集
落
で
は
高
齢
化
が
進
み
、
農
家
は
年
々

減
少
し
て
い
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の
被
害
に

悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
、
地
域
で
協
力
し
、
金
網
柵

を
設
置
し
ま
し
た
。
年
間
２
回
は
保
守
点
検
と
草

刈
り
を
共
同
で
行
い
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
損
害
防
止

事
業
も
活
用
し
な
が
ら
被
害
の
拡
大
を
防
い
で
い

ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
後
、
後
継
者
不
足
の
阿
蘇
野
地

区
で
も
、
僅
か
で
は
あ
り
ま
す
が
移
住
者
が
就
農

し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
米
価
が
安
い
の
が
現
状

で
は
あ
り
ま
す
が
、
若
者
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る

農
業
に
す
る
こ
と
が
農
政
全
体
の
課
題
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

私
の
住
む
田た

ら
が
わ

良
川
地
区
は
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
が

多
く
、
８
０
０
メ
ー
ト
ル
鉄
柵
を
張
り
獣
害
対
策

を
し
て
い
ま
す
。
水
稲
45
ア
ー
ル
と
畑
を
５
ア
ー

ル
作
付
け
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
は
鉄
柵
の
お
陰

で
獣
害
は
わ
ず
か
で
し
た
。
市
や
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か

ら
設
置
に
か
か
る
費
用
を
補
助
し
て
も
ら
い
助
か

り
ま
し
た
。

　

担
当
地
域
の
組
合
員
の
皆
さ
ん
は
建
物
共
済
へ

の
加
入
率
は
１
０
０
％
で
と
て
も
協
力
的
で
す
。

　

共
済
部
長
と
損
害
評
価
員
を
兼
務
し
て
３
年
目

に
な
り
ま
す
が
、
水
稲
の
損
害
評
価
は
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
実
測
を
し
た
場
合
と
同
じ
よ
う
に

収
量
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
す
し
、

イ
ノ
シ
シ
が
入
っ
た
所
は
刈
取
り
の
日
ま
で
状
況

が
変
わ
る
為
、
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
災
害
に
よ
る
損
害
を
補
て
ん
す

る
た
め
の
組
合
で
す
か
ら
、
継
続
し
て
農
業
が
で

き
る
よ
う
に
、
災
害
時
に
は
迅
速
に
共
済
金
の
支

払
い
が
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

農地を守るため
力を合わせて

大阪から移り
農業 13 年目

若者にとって
魅力ある農業を

水稲評価員として
被害状況を注視

頼りになります ! 共済部長さん



13

保健師さんの健康アドバイス

認
知
症
と
は

　

認
知
症
と
は
、
脳
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

て
記
憶
力
や
判
断
力
が
低
下
し
、
日
常
生

活
に
支
障
が
出
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

　

日
本
の
認
知
症
の
患
者
さ
ん
は
、

２
０
１
２
年
の
時
点
で
４
５
０
万
人
以
上

に
上
り
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
約
７
人

に
１
人
が
認
知
症
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
10
年
後
の
２
０
２
５
年
に

は
、
高
齢
者
の
約
５
人
に
１
人
が
認
知
症

に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

記
憶
力
は
20
代
を
ピ
ー
ク
に
加
齢

と
と
も
に
減
退
し
ま
す
が
、
記
憶
力

以
外
の
能
力
は
様
々
な
経
験
や
体
験

か
ら
学
ぶ
こ
と
で
20
代
以
降
も
成
長

し
、
知
能
全
体
で
は
50
歳
ご
ろ
ま
で

10
年
後
、
高
齢
者
の
５
人
に
１
人

認
知
症
①

伸
び
続
け
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
人
は
60

歳
頃
に
な
る
と
記
憶
力
に
加
え
て
判

断
力
・
適
応
力
な
ど
に
衰
え
が
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
知
能
の
老
化
が

始
ま
り
ま
す
。
記
憶
力
の
老
化
が
進

行
し
、
物
忘
れ
が
次
第
に
多
く
な
る

の
も
こ
の
時
期
で
す
が
、
こ
の
物
忘

れ
は
加
齢
に
伴
う
自
然
な
も
の
で
、

認
知
症
の
症
状
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

認
知
症
の
原
因

　

認
知
症
は
様
々
な
脳
の
病
気
が
原
因
と

な
っ
て
発
症
し
ま
す
。

・
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
：
記
憶
を
司
る
脳
の

海
馬
と
い
う
部
分
の
萎
縮
か
ら
始
ま
り
、

脳
全
体
に
萎
縮
が
拡
大
し
て
い
く
病
気
。

認
知
症
の
原
因
の
７
割
を
占
め
る
。

・
脳
血
管
障
害
：
脳
梗
塞
や
脳
出
血
が
起

こ
り
、
脳
の
血
流
が
妨
げ
ら
れ
る
と
、

そ
の
先
に
あ
る
神
経
細
胞
が
死
ん
で
し

ま
う
た
め
、
認
知
症
が
発
症
す
る
。
認

知
症
の
原
因
の
２
割
を
占
め
る
。

・
レ
ビ
ー
小
体
型
：
脳
の
中
に
レ
ビ
ー
小

体
と
呼
ば
れ
る
物
質
が
出
て
、
脳
の
神

経
細
胞
が
死
滅
す
る
こ
と
で
認
知
症
を

発
症
す
る
。

・
前
頭
側
頭
型
：
言
語
や
理
性
な
ど
を
司

る
脳
の
前
頭
葉
や
、
言
語
の
意
味
理
解

な
ど
を
司
る
側
頭
葉
か
ら
萎
縮
が
始
ま

る
。
50
歳
代
な
ど
の
若
い
人
に
起
こ
り

や
す
い
。

早
期
発
見
す
る
に
は

　

本
人
や
周
り
の
人
が
注
意
す
べ
き
点
を

知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

家
族
と
一
緒
に
初
期
症
状
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
ま
し
ょ
う
！

□�

同
じ
こ
と
を
何
回
も
話
す
・
尋
ね
る

□�

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
周
り
の
出
来
事
に

関
心
が
な
い

□�

物
の
置
忘
れ
が
増
え
、
よ
く
探
し

物
を
す
る

□�

意
欲
が
な
く
、
趣
味
・
活
動
を
や

め
た

□�

以
前
は
出
来
た
料
理
や
買
い
物
に

手
間
取
る

□�

怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た
・
疑
い
深
く

な
っ
た

□
お
金
の
管
理
が
で
き
な
い

　

こ
の
チ
ェ
ッ
ク
は
、
当
て
は
ま
っ
た
数

や
項
目
の
内
容
で
認
知
症
で
あ
る
か
ど
う

か
を
評
価
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
当
て
は
ま
る
項
目
が
多
い
ほ

ど
、
可
能
性
は
高
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
１
つ
も
当
て
は
ま
ら
な
け
れ
ば
ひ
と

ま
ず
安
心
で
す
が
、
誰
で
も
年
齢
と
と
も

に
リ
ス
ク
は
高
ま
る
の
で
、
定
期
的
に

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
ま
す
。

　

認
知
症
が
疑
わ
れ
た
ら
、
認
知
症
を
専

門
に
診
る
医
療
機
関
を
受
診
す
る
の
が
最

も
確
実
で
す
。
ど
こ
を
受
診
し
た
ら
い
い

か
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
各
市
町
村
に
あ

る
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
相
談

す
る
と
、
適
切
な
医
療
機
関
を
紹
介
し
て

く
れ
ま
す
。

　

認
知
症
は
早
期
発
見
が
出
来
れ
ば
進
行

を
遅
ら
せ
た
り
、
良
好
な
状
態
を
長
く
保

つ
こ
と
が
出
来
ま
す
。
少
し
で
も
気
に
な

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
早
め
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

日
田
市
医
師
会
立　

日
田
検
診
セ
ン
タ
ー

　

保
健
師　

井
上
亜
紀

＊�進行には個人差
があります。

認知機能の障害

日常生活動作の障害

運動機能の障害

発症から３年くらいの間に、時・
場所・人を把握する能力(見当識)
や、記憶力が低下していく。

３～６年間ほどで、入浴や着替え
など、今まではきちんと出来てい
た日常生活動作が困難になる。

６～８年ほどすると、歩行や嚥下
などの運動機能の障害が起きてく
る。転倒や誤嚥の危険性が高まる。

発症

? ?
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九
重
町
飯
田
地
区
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ

イ
沿
い
に
あ
る
「
米
な
ご
み
庵
」。

　

店
主
の
時と

き
ま
つ松
野の

花は
な

さ
ん
（
29
）
が
作
る
、

季
節
ご
と
の
甘
味
や
ラ
ン
チ
が
味
わ
え
る
。

「
昔
か
ら
、
あ
ら
れ
な
ど
身
近
な
お

菓
子
と
し
て
も
食
べ
ら
れ
て
き
た
お
米
。

そ
の
魅
力
を
届
け

た
い
」
と
、
提
供
す

る
甘
味
に
は
お
米

を
材
料
に
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
が
並
ぶ
。

あ
ん
み
つ
に
は
自
家
製
の
甘
酒
が
使
わ
れ

て
い
る
。

　
合
鴨
農
法
の
無
農
薬
米
を
使
用

　
「
米
な
ご
み
庵
」
で
使
う
お
米
は
、
農
家

民
宿
・
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
お
わ
て
」
を

経
営
す
る
野
花
さ
ん
の
両
親
が
合
鴨
農
法

で
栽
培
し
た
無
農
薬
米
。
掛
け
干
し
で
乾

燥
さ
せ
る
こ
と

で
旨
味
が
凝
縮

さ
れ
て
い
る
。

「
こ
れ
か
ら
も

お
米
を
芯
に
据

え
て
が
ん
ば
り

ま
す
」
と
笑
顔

の
野
花
さ
ん
。

　　　　　　　　　　　　　　

杵
築
市
山
香
町
大
字
日
指
の
広
域
農
道

の
脇
に
馬
と
ふ
れ
あ
え
る
小
さ
な
牧
場
が
あ

る
。
日
出
町
と
の
境
近
く
で
、
標
高
５
０
０

㍍
ほ
ど
の
、
周
囲
を
山
々
に
囲
ま
れ
た
の
ど

か
な
場
所
だ
。

　
「
馬
と
ふ
れ
あ
い
、
癒
さ
れ
る
空
間
を
提

供
し
た
い
」
と
牧
場
を
営
む
「
馬う

ま
や
し癒
」
代
表

の
阿あ

べ部
伸し

ん
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん
（
29
）
は
話
す
。

馬
と
ふ
れ
あ
い
、
心
も
元
気
に

　

馬
の
持
つ
癒
し
の
力
は
、乗
る・
触
れ
る・

語
り
か
け
る
こ
と
で
精
神
的
な
健
康
を
回

復
さ
せ
る
効
果
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
「
将
来
は
グ
リ
ー
ン
チ
ム
ニ
ー
ズ
の
よ
う

な
活
動
を
し
た
い
。」
と
阿
部
さ
ん
。

※	

グ
リ
ー
ン
チ
ム
ニ
ー
ズ
：
１
９
４
７
年

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
郊
外
に
設
立
さ
れ
た
心

に
障
害
の
あ
る
子
ど
も
達
を
受
け
入
れ

る
非
営
利
の

学
校
。
人
と

動
物
の
絆
を

子
ど
も
達
の

教
育
に
生
か

し
て
き
た
こ

と
で
有
名
。

あんみつ　860 円 玄米揚げ餅　720 円

なごみランチ　1280 円

●
ホテル
やまなみ荘

●
寒の地獄旅館

●
星生温泉

米なごみ庵
（九重星生ホテル）

11

店内は昔懐かしい空間が広がる。

店主の時松野花さん

「イベントなどへの参加もしています。
是非呼んでください」と阿部さん。

「
お
米
」
で
心
か
ら
の
お
も
て
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
米
な
ご
み
庵
」

馬
と
ふ
れ
あ
い
癒
さ
れ
る
空
間
を

　
Ａ
ｎ
ｉ
ｍ
ａ
ｌ 

Ｈ
ｏ
ｒ
ｓ
ｅ 

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ　
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ　
「
馬 

癒 

」

米なごみ庵
☎ 080-5808-9257
大分県玖珠郡九重町田野 230
　　九重星生 ( ほっしょう) ホテル敷地内
営業時間／ 10：30（ランチ 11：00）

～夕方（食材がなくなり次第終了）
ディナー　予約制

定休日／木曜日

ＵＭＡＹＡＳＨＩ　「馬 癒」
☎ 090-7450-1777
杵築市山香町大字日指 4807-19
営業日は不定なため、事前の連絡が必要。

山々に囲まれたのどかな場所にある。

ヤギもかわいい。

速見I.C

●南端地区公民館

ＵＭＡＹＡＳＨＩ
「馬 癒 」

日出バイパス
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥

⑦ A

B ⑧ ⑨

C ⑩ ⑪ D ⑫

⑬ ⑭ E ⑮

⑯ ⑰

⑱ ⑲

タテのキー
① 空気の運動作用や、空気中を運動する物体

への影響学。
② うさぎうま。○○のパン屋。
③ 伊勢神宮で豊受大御神をお祀りしている。
④ テンポの良い淡々とした舞曲。星影の

○○○。
⑤ 陸軍大将。の○○れすけ。
⑥ 玉手箱を開けた人。
⑨ 眠たいときなどに起こる、大きく口を開けて

息を吸う呼吸動作。
⑪ 短い穴の開いた棒状や貝殻状のパスタ。
　 ○○○○サラダ。
⑭ ハイブリット車は○○費がいい。
⑰ お祝いの席でよく出るめでたい魚。

ヨコのキー
① 公正競争規約では黒毛和種という。
⑦ 乳幼児を乗せて運ぶ手押し車。
⑧ 区別しにくいほど似ていること。生き○○し。
⑨ 二本○○で立っている。
⑩ ペルーの首都。
⑫ 悪を象徴する存在。○○○に魂を売る。
⑬ 物質を気体に変化させるために必要な

エネルギー。
⑮ ○○一文まけられねえ。
⑯ ガソリンの販売はこの単位で行われている。
⑱ 政治的な統治機構が支配する一定の領域。
⑲ 日本の蒸し菓子の一種。名古屋が有名

（中津でも！）。

ハガキまたは E メールに下記の
①～⑤を記入いただき、お申し込み
ください。当選者は発送をもって
発表にかえさせていただきます。
　①クイズの答え
　②感想や 1 番よかった記事、
　　NOSAI への質問や要望
　③郵便番号、住所
　④氏名、年齢
　⑤電話番号

【ハガキのお送り先】
　〒 870-0822
　大分県大分市大道町
　　　　　3 丁目 1 番 1 号
　大分県農業共済組合  広報係

【E メールのお送り先】
　kirari@nosai-oita.jp
必ず、件名に「クイズの応募」と記載し
てお送りください。無記載のメールは受
付を致しかねますので、ご注意ください。

【応募の締め切り】　2015年11月30日(月)(消印有効)
【第７号（７月号）クイズの正解】　すいかわり

応募総数 168 名のうち、正解者は 168 名でした。抽選の結果、
10 名の方に「ジャムと姿煮の３本セット」（大分市松岡「無
花果工房」）をお贈りしました。

【第８号（８月号）クイズの正解】　きもだめし
応募総数 138 名のうち、正解者は 138 名でした。抽選の結果、
10 名の方に「シャインマスカット１ｋｇ」（大分県立農業大
学校）をお贈りしました。

ご
家
族
紹
介

今号の
表紙

　
「
農
業
に
は
可
能
性
が
あ
る
。
今
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で
や
れ

る
の
で
楽
し
い
で
す
」
と
話
す
豊
実
さ
ん
は
、
豊
後
大
野
市
の

「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
ム
（
新
規
就
農
者
技
術
習
得
研

修
施
設
）
事
業
」
の
第
２
期
生
で
、
今
年
か
ら
ピ
ー
マ
ン
15
㌃

を
栽
培
し
て
い
る
。

　
「
農
業
を
や
り
た
か
っ
た
」
と
い
う
豊
実
さ
ん
。
反
対
さ
れ

る
か
も
と
思
い
つ
つ
、
妻
の
ひ
と
み
さ
ん
に
相
談
す
る
と
、「
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
意
外
な
言
葉
が
返
っ
て
き
た
。「
そ
の
一
言

で
決
意
し
ま
し
た
」
と
豊
実
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　
「
今
年
は
温
度
管
理
が
難
し
か
っ
た
で
す
。
初
め
て
出
荷
し

た
時
は
、
や
っ
と
出
来
た
と
い
う
思
い
が
し
ま
し
た
」
と
ひ
と

み
さ
ん
。「
休
み
が
取
れ
た
ら
ゆ
っ
く
り
旅
行
に
行
き
た
い
で

す
ね
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　

今
後
の
規
模
拡
大
を
見
据
え
る
豊
実
さ
ん
。「
一
緒
に
研
修

し
た
仲
間
や
地
域
の
方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
」
と
意
欲
的
に
話
す
。

《豊後大野市三重町　小野さんご夫婦》
小　野　　豊

とよ
　実

み
さん（36）

　　　　　ひとみさん（36）

A～Eを並び替えて意味のある言
葉にしてください。

【ヒント】
その年の収穫を神に供えて、豊
作を感謝します。

【プレゼント】
正解者の中から抽選で１０名様に

「くぼて漬け」（二反田醤油店）セッ
トを差し上げます。長期間、漬け
こんだ濃厚な味と風味の豊かさ
が特徴の豊前求

く ぼ て
菩提発祥のお漬

物です。

「お茶請にもいいですよ」と
道の駅中津・直売所オアシス春

ひ と と せ

夏秋冬
スタッフの中

なかはら

原千
ち ず こ

寿子さん。

クイズの応募はホームページ
からもできます。

「NOSAIおおいた」 検索

スマートフォンからも
応募できます！
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編
集
後
記

　
空
港
で
記
者
を
出
迎
え
、
ワ
ン
ボ
ッ

ク
ス
に
乗
り
込
み
、
杵
築
市
の
永
野
恵

さ
ん
（
55
）、
そ
の
後
、
九
重
町
の
佐
々

木
清
和
さ
ん
（
77
）
の
お
宅
に
向
か
う
。

農
業
共
済
新
聞
で
の
「
共
済
部
長
」
紹

介
欄
の
取
材
だ
。

　
と
も
に
中
山
間
地
で
過
疎
化
が
進
む
。

近
隣
農
地
や
集
落
機
能
の
維
持
に
努
め

る
姿
に
記
者
は
「
ど
う
し
て
か
」
と
尋

ね
る
。
そ
の
瞬
間
、
ち
ょ
っ
と
困
っ
た

よ
う
な
表
情
が
伺
え
た
。
ひ
と
つ
間
を

置
い
て
、「
自
分
の
地
域
の
こ
と
じ
ゃ
か

ら
」
と
。
世
代
も
地
域
も
異
な
る
、
お

二
人
の
違
わ
ぬ
言
葉
が
と
て
も
印
象
的

だ
っ
た
。

　
本
県
は
全
国
で
３
位
に
入
る
中
山
間

地
域
だ
。
中
央
で
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
や
農

政
改
革
が
加
速
す
る
。
中
山
間
地
で
集

落
、
地
域
農
業
を
担
っ
て
い
る
方
々
の

思
い
は
届
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

①
現
在
の
仕
事
内
容

②
仕
事
で
苦
労
し
た
こ
と

③
仕
事
で
喜
び
を
感
じ
る
こ
と

④
自
分
の
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト

⑤
休
日
の
過
ご
し
方

⑥
10
年
後
の
自
分
は
？

伝えたい“ふるさとの味”

12

【
作
り
方
】

①
下
ご
し
ら
え

米
を
洗
う
。

野
菜
は
、
ひ
と
口
大
に
切
る
。

②
鍋
に
、
水
・
米
・
野
菜
を
入
れ
、
弱

火
で
軟
ら
か
く
な
る
ま
で
煮
る
。

時
々
、
米
と
野
菜
が
焦
げ
付
か
な
い

よ
う
に
、
鍋
の
中
を
か
き
混
ぜ
る
。

③
小
麦
粉
に
少
し
ず
つ
水
を
加
え
、
団
子
の
種
を
作
る
。

④
野
菜
が
軟
ら
か
く
な
っ
て
き
た
ら
、
小
麦
粉
の
団
子
を

小
さ
く
ち
ぎ
っ
て
鍋
に
入
れ
る
。

⑤
最
後
に
味
噌
を
入
れ
て
味
付
け
を
す
る
。

　栄
養
が
あ
り
、
消
化
も
良
く
、
忘
れ
ら
れ
な
い
母
の
味

と
し
て
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。レシピ提供

玖珠町 衛藤奈美子さん

道の駅「童話の里くす」や「良
心市」（地元農産物や加工品販
売の店）に手作りの弁当、おこわ、
惣菜、餅などを毎日出品。味が
よく、いつも売り切れる。

（NOSAI 女性部玖珠支部長）

ぞ
う
す
い

ぞ
う
す
い

材
料
（
５
人
前
）

〜
終
戦
当
時
の
夕
食
〜

豊
後
高
田
市

　細
井
与
世
風
さ
ん
（
31
）

豊
後
大
野
市
　木
津
文
裕
さ
ん
（
22
）

❶
水
稲
（
９
㌶
）・
麦
（
８
㌶
）・
野
菜

等
❷
機
械
等
の
設
備
投
資
。

❸
品
質
の
良
い
物
が
出
来
た
と
き
で

す
。

❹
何
事
に
も
前
向
き
に
取
り
組
む
こ
と

で
す
。

❺
そ
ば
打
ち
。
民
泊
体
験
に
来
た
方
々

に
教
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

❻
地
元
地
域
の
農
業
を
担
っ
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

❶
水
稲
50
㌃
、
葉
た
ば
こ
３
㌶
、
か
ん

し
ょ
（
甘
太
く
ん
）
１･
６
㌶

❷
農
業
大
学
校
を
卒
業
し
て
３
年
目
。

な
か
な
か
思
い
通
り
の
作
物
が
出
来

な
い
こ
と
。

❸
い
い
作
物
を
出
荷
し
た
と
き
。

❹
見
た
目
に
よ
ら
ず
、
真
面
目
な
と
こ

ろ
で
す
。

❺
友
達
と
一
緒
に
遊
ん
で
い
ま
す
。

❻
葉
た
ば
こ
と
か
ん
し
ょ
の
面
積
を
増

や
し
て
、
地
域
を
担
う
経
営
者
に
な

り
た
い
で
す
。

・
米 

１
合

・
水 

５
合

（
９
０
０
cc
）

・
野
菜
（
大
根
・
里

芋
・
芋
が
ら
・
人

参
・
ご
ぼ
う
・
さ

つ
ま
い
も
・
か
ぼ

ち
ゃ
等
）

・
小
麦
粉 

適
量

・
味
噌 

適
量

ほ
そ
い

よ
せ
ふ

き
づ

ふ
み
ひ
ろ

昔は羽釡で 15 人前を作っていました。
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土
の
健
康
度
を
確
認
し
よ
う〈
土
壌
診
断
〉

施
設
園
芸
に
お
け
る
雪
害
対
策

特集


